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学校法人同志社事業報告書 2008 記事の訂正について(船詫び)

標記の件、同志社事業報告書に下記のとおり誤りがありました。ここに

訂正し、お詫び申しあげます。

つきましては、申し訳ございませんが、差し替えてくださいますよう、

よろしく浦願い申しあげます。

事業報告書■キャンパス再編計画

【誤】

さらに、2011年度に国際的な地域理解能力を持つ人物の育成に特化する

学部を今出川校地に、2013年度には実践的な外国語能力に卓越した人物の

育成に特化した学部を京田辺校地に設置する予定です。

学校法人同志社

法人部法人事務室

【正】

さらに、20Ⅱ年度に実践的な外国語能力に卓越した人物の育成に特化し

た学部を京田辺校地に、2013年度には国際的な地域理解能力を持つ人物の

育成に特化する学部を今出川校地に設置する予定です。

(P.9 中段最下行より)

以上

記



学校法人同志社事業報告書2008
発行にあたって

学校法人同志社は、大学、女子大

学、高等学校、中学校、小学校、幼

稚園を擁する総合学園です。18乃年

の創立以来、創立者新鳥襄の理念と

志に立脚した教育・研究活動を通じ

て、社会の要請に応える人物を輩出

してきました。 2008年4月には、大学

に生命医科学部とスポーツ健康科学

部を開設し、新島襄の「生命・医療

にかかわる学部を設置したい」とい

う志が結実しました。また、仭年4月

には、大学に心理学部を、女子大学

に表象文化学部を開設するなど、さ

らなる飛躍を続けています。

多様化する現代社会では、教育機

関を取り巻く環境は大きく変わりつ

つぁります。 USR (university social

Responsibility :大学の社会的責任)と
いう言葉が一般化し、社会との連携を

通じて「開かれた大学」としての役割

を果たすことが求められてぃます。学

校法人同志社として、今後も社会貢献

を果たしていくためには、様々なス

テーケホルダー(利害関係者)の皆様

に対して、同志社の理念と活動方針・

状況をお伝えし、情報を共有化してい

くことが重要と老えています。

本報告書が学校法人同志社をご理

解いただくための一助となるととも

に、ステークホルダーの皆様七の対

話が促進されることを願っています。

2009年5打器日

学校法人同志社

Contents

教育理念

法人内各学校

■大谷實総長からのメッセージ

200年の大計に向けてより一層の良心教育を展開

■野本真也理事長からのメッセージ

同志社の将来構想実現のためにさらなる教育環境の整備を推進

■同志社大学長対談

伝統に裏付けられた心理学教育
先端領域につながる学びを提供
^キャンパスの差異化が効果的な教育環境を生み出す

同志社大学・ハ田英二学長、同志社大学・内山伊知郎心理学部長

■同志社女子大学長インタビユー

進む大学・大学院改革いつの時代にも通用する女子教育を推進
同志社女子大学・ NicholasJohnTeele学長

置キャンパス再編計画
巾高は一貰教育に向けて統合事業、大学・女子大学はキャンパス再編

■新学校構想

吊国児童、外国人児童・生徒などを対象に小学校、インターナショナルスケールを2011年に開校

■ハイライト①教育
同志社大学、同志社女子大学の教育プログラムの先進性・革新性が評価

■ハイライト②研究・産学連携

目次

人文社会学系を含めた産学官連挑を本格化文科省・産学竹迎挑戦略展開事業に採択
7つの価究センターと2つの寄付教育研究プロジェクトが発足

本報告書の対象範囲
同志牡法人部、ならびに幼稚園から大学までの各
杖。数値・金額にはそれぞれ対象範囲を付記して
います。

本報告書の対象期問
20帖年4月1日~2009年3月31日
(一部、上記期問以前または以後の状況につぃても
記載しています)

■ハイライト③卒業生、在学生の保護者への取り組み

■ハイライト④地域・社会への取り組み

「京町家異世代協同プロジェクト」を実施

「DOS輩ISHA Forum in uK on lnternalionalslralegy」を実施

■ハイライト⑤大学発べンチャー支援

5

大学発べンチャー企業を支援する大型フフンドを設立

廟ハイライト⑥環境問題への取り組み

循環型社会を実現する体制を整備

■ハイライト⑦新島襄生誕165周年

学校法人同志社
事業報告書2008

2009年5月飴日発行

発行:学校法人同志社

〒6舵・8580京都市上京区今出ル通烏丸東入

URL http://WWW.dosbi5ha'od.jp/

無断転載を埜止します。

A11 Hights Reserved

Prlntod ln Japar1 ◎The D05bisha

Tbe DOS"sha soclal Responsibimy Report 2008

お問い合わせは

学校法人同志牡法人部法人事務室

〒60285帥京都市上京区今出ル通鳥丸東入
TEL 075を51-3006

FAX 075・251-4980

E・MAIL jl・hojm@mail.dosh15h自,ac.jp

新島襄の生誕165周年を記念し、創作能を上演

■事業の概要

同志社大学

8

同志社女子大学

同志社高等学校

9

同志社香里中学校・

同志社女子中学校・

同志社国際中学校・

9

同志社中学校

同志社小学校

同志社幼稚園

10

■【特集1】国際主義を具体化する取b組み

■

高等学枝

高等学校

高等学校

2

ソフト、ハードともに改革が進行真の「国際化」を結実させる

■ 1特集2】グラフで見る同志社

■財務の概要

12

概況

12

資全収支計算書

消費収支計算書

12

事業別決算

貸借対照表

13

財務比率

学校別の状況

13

2009年度の事業計画

■法人の概要 39

14

理事、監事、評議員

沿革
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同志社は、 1875(明治8)年、新島襄

によって創立された、わが国有数のキ

リスト教主袈の学鬮です。創立当時の

生徒数はわずか8名でしたが、現在は

同志社大学、同志社女子大学のほか、

4つの高等学校、 4つの巾学校、小学校

と幼稚園を含む絲合学園となり、学

生・生徒・児童・園児の数は3万9,500名、

専任教職員は1,800名を超えています。

また30万宅,を超える卒業生は、経済

政治・宗教・教育・社会亊業など多彩な方

而で社会のために活動しています。

新島は同志社の教育目的を1888(明

治21)年、全国に発表した「同志社大学

設立の旨迎Uの中で、次のように述べ

ています。

「(同志社設立の)目的とする所は、

独り普通の英学を教授するのみならず

(中略)、其精神を正大ならしめんこと

を勉め、独り技芸才能ある人物を教育

するに止まらず、所謂る良心を手腕に

運用するの人物を"_1さんことを勉めた

りき」(*)

新島は、知育、体育だけでなく徳育

を含めた「知・徳・体」の調利ある教肖

の実践を理想としていました。教育を

通して生徒・学生が、型にはまらず独立
1.1 ,,■

心と才能あふれる個儲不枇なる人物と

教介N念

して、「自治自立の人民仟一匡1の良心」

となることを究極の夙的としました。

岡志社では新島の建学の理念を受け

継ぎ、キリスト教主義、密由主菱、国

際主綻を教育の重要な柱としていま

す。また、生徒・学生の個性や彼らの自

発性を尊重し、全人教育を通して広い

視野から現状分析と将来展望をも0て

行動することのできる人問、自らの良

心に従って生きる人閲、新島のいう

「自治白立の人民」の育成を目指します。

グローバル化が進む21世紀では、ます

ます新烏の建学の理念が、そして例志

社教育が重要性を増すことでしょう。
{*}「同志牡大学設宜の旨意」「新島襄全焦」より

法人部

同志社大学 DO$hishauniverslty
学部^神学部/文学部/社会学部/法学部/経済学部/商学部/政策学部/

文化情報学部/理工学部/生命医科学部/スポーツ健康科学部/心理学部

大学院^神学研究科/文学研究科/牡会学研究科/法学研究科/経済学研究科/
商学研究科/文化情報学研究科/工学研究科/生命医科学研究科/
心理学研究科/アメリカ研究科/総合政策科学研究科

専門職大学院一司法研究科(ロースクール)/ピジネス研究科(ビジネススクール)

日本語・日本文化教育センター(留学生別科)

監

(2009年4月現牲)

辻人内詐学佼

3

会理事

評議員会

事

■■

同志社女子大学 Dosh6bawomen'S C011e9eofLibemlAds
学部^学芸学部/現代社会学部/薬学部/表無文北学部/生活科学部

大学院^文学研究科/国際社会システム研究科/生活科学研究科

同志社高等学校 DoshishaHighscho01

同志牡香里中学校・高等学校

同志社女子中学校・高等学校
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総長からのメッセージ
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^創立者新島襄はかつて「教育は

200年の事業である」と語り、未来に

夢を馳せました。創立134周年を迎

える学校法人同志社の今後の課題は

何でしょうか。

私立学校を取り巻く環境が厳しさ

を増しておりますが、同志社が200

年の大計に向けて取り組むべき課題

の核心は明確です。それは創立者新

島襄の建学の精神に従い、自信をも

つて「良心教育」を展開し、良心を手

腕に運用する人物、一国の良心とも

いうべき人物を輩出することに尽き

ます。

幸い、同志社には、キリスト教主

義、国際主鞭、自由主菱(自治自立主

義)を基礎とした良心教育の伝統があ

ります。創立者の唱道した良心教育

を「同志社ブランド」として一層鮮明

に打ち出し、社会にアピールするこ

とが重要です。その良心教育を一貫

教育の理念として再認識し、現代に

もっと、欠けている徳育を促す一貫

教育体制の一層の充実を図らなけれ

ばなりません。

21世紀は人権の時代であるととも

に、倫理の時代であるともいわれて

います。その意味で、良心教育を目

2卯年の大計に向けて

より一層の良心教育を展開

'、

、 L
冒」.

、

r.
r畔

ト弔

、

,

指した新島の時代が21世紀になって

ようやく到来したともいえます。

^「同志社国際学院初等部」「同志社

国際学院国際音倒の設置を含め、国際

主義のさらなる飛躍に向け、今後の

展開をお聞かせください。

「同志社国際学院初等部」および

「同志社国際学院国際部」の設置が、

経済界、産業界ならびに地城社会か

らの要請に応え、産官学の連携およ

び地域社会の発展に寄与するととも

に、一貫教育のなかで、初等教育段

階から国際的観点に立った祠志社教

育を展開します。さらに、建学の精

神のーつである「国際主義」の一層の

充実と水準の向上を図り、その教育

効果を世界に向けて発信できるよう

努めなければなりません。

日本を取り巻く国際情勢が大きく

変化するなか、教育機関は、地球規

模の視野をもって国際社会で活躍す

る人材を養成する責務に迫られてぃ

ます。

今後も引き続き、建学の理念の具

現化により、良心をもって国際社会

の平和と人類の福祉に貢献する「国際

主義」を実践していきたいと考えてい

ます。

,

^

、弔

智圏弼〒

.

^幼稚園から大学院に至る一貫教

育体制が整ってぃます。今後、この

体制でこそ可能な施策をお聞かせく

ださい。

5中高校長、小学校長、幼稚園長か

らなる7校園長懇談会からの要望を受

け、咋年初めての試みとして、教員

が一堂に会して研修・交流する「同志

社研修・交流会」を開催しました。法

人内各学校の連携と協力のもと、園

児、児童、生徒、学生が抱える誥問

題の解決策を模索し、また教育力の

向上を図るためのものです。

2009年度以降もプログラムを工

夫・改善した形で実施し、法人内各

学校の一層の充実・発展、連携強化、

相互交流にとって意義深いものとな

ることを期待しています。

また、 07年から、一貫教育のなか

で、発達段階に即した法教育の実践

を進めています。

創立者新島襄が願った幼稚園から

大学院に至る完全な一貫教育体制の

実現は、キリスト教主義に基づき、

自治自立の人格を確立し、国際感覚

豊かな人物を育成する同志社の教育

理念を一層揺るぎないものとするは

ずです。
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同志社の将来構想実現のために

さらなる教育環境の整備を推進

". J

、

ーーー・2010年に創立135周年を迎える

同志社は今、同志社中学校と同志社

高等学校の統合事業や今出川再開発

事業など大きな事業が進んでぃます。

中学校の岩倉校地への移転と高等

学校との統合は、学校法人同志社の

長年にわたる懸案でしたが、昨年、

約1年間の工期を経て、高等学校校舎

と共用管理棟の建設を小心にした第

1期工事を無亊に終え、現在は中学

校校舎や創作芸術校舎、白然科学校

舎、チャペル、体育館の建設を小心

に、第Ⅱ期工事が進行しています。

この中高統合事業の完成によって、

20]0年度には岩倉校地で小中高のー

貫教育の教育環境が整います。

今出川校地の中学校跡地は、京田

辺校地で行われていた大学の文系学

書Ⅲ、2年次の授業や新しい国際地域

連携関係の学部のための教育施設な

どを建設いたします。既に基木設計

もでき上がり、数年後には重要文化

財の建物と調和した新しい建物の並

ぶ今出川校地で、国際色豊かな学園

生.活をエンジョイする学生の姿を見

ることができるようになるでしょう。

女子大学も、今小川校地の東端に

「純正館」を建設しました。これは学

イ

武、
^^

i

芸学部英語英文学科と日本語日本文

学科,が「表象文化学部」として今Ⅱ_1川

キャンパスで新たな教育活動を展開

するための施設です。

このように、学校法人向志社は各

学校の将来構想を災現し、教育環境

を充実するために様々な事業計画を

実施しています。

^財政面ではいかがですか。

以前は、京Ⅱ1辺校地への移転事業

のための惜り入れで非常に苦しい時

期もありましたが、既に返済も終わ

り、各学校の収支状況も好転し、準

備金も確保してきていますので、現

在取り組んでぃる事業は外部からの

備り入れをせずに打えます。

また、各学校の中長期計画実施の

ために必要な資金は、学校法人の内

部で融資を行うシステムを構築して

いますので、今後も外部からの佶り

入れを起こすことなく、必要な事業

を安定的に展開することができると

思います。

このような状況ですから、同志社

は山年から毎年、格付投資情級セン

ター(R&1)から「AA +(ダブル・

エー・プラス)、方向性は安定的」と

いう21段階の上から2番Hのランクの

野本真也
の

理事長からのメッセージ

もと

ト

しん

八lesS4×'ι/1'01υ
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1

や

▲

高い惰付けをいただいています。こ

れは学外からの資金糊達をU的とし

たものではなく、第三者機関による

経営状況の客観的評価を得ることで、

同志社に対する社会的信頼性を高め

るためであり、同時に教職員一人ひ

とりが教学と経営を一体化して考え、

教育研究活動の向上と財政基盤の強

化に努めていくための目標になれぱ

という願いから行っています。

^同志社の経営方針が建学の精神

とも深くかかわっていると言われて

います。

校祖新島襄は、真誠の自由を愛し、

一国の良心となり、知識あり、品行

あり、自ら立ち、自ら治める人びと

を養成することが私学としての同志

社の玉要な使命であると考えていた

のですから、祠志社の教職員も一人

ひとりが新島の精神にふさわしい経

悩'と教育を心掛けなけれぱなりませ

ん。これはとても重い課題ではあり

ますが、134年の歴史のなかで培われ

てきた精神的伝統を継承し、将来を

見据えながら、真の人問育成を目指

して、教職員一同、心をーつにして、

現在の厳しい状況を乗り切ってぃく

ことができればと願0ています。

学校法人向ι、社汎業抓告,1卜20鰐 5
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伝統に裏付けられた心理学教育
先端領域につながる学びを提供
キャンパスの差異化が効果的な教育環境を生み出す

同志社大学長対談
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同応社大学
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八田英二学長
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^生命医科学部、スポーツ健康科

学部に続き、 2009年4月に文学部心

理学科が学部とレて独立しました。

八田同志社大学は2008年度、生

命医科学部とスポーツ健康科学部を

新設するとともに、工学部を発展的

に改組し理工学部を開設しました。

生命医科学部では医学の視点を持

つエンジニアと科学者を、スポーツ

健康科学部では健康とスポーツにか

かわる専門家のほか、スポーツ行政

に携わる人物を輩出することをミッ

ション(使命)としています。いず

れの学部も先端領域の融合を果たし

た学部といえますが、新島襄が『同

志社大学設立の旨意」で唱えた「良

心を乎腕に運用する人物の育成」、

いわゆる「良心教育」に立脚するこ

とに変わりはありません。

仭年4月に、 80年以上の歴史を有す

る文学部心理学科を心理学部とし、

京田辺キャンパスに開設しました。

内山社会構造の多様化とともに、

心理学が関係する、あるいは対応し

1

理学コース」の目的は、病院での力

ウンセリングや精神療法などを学ぶ

ことです。実社会や産業の現場での

人問の振る舞いを研究します。「発

達・教育心理学コース」では、学校

や実社会において人が成長するうえ

で心理学がどのように応用されてい

るのかを学びます。

カリキュラムの充実とともに、講

義に当たる教員も倍増しました。新

島襄は「人一人ハ大切ナリ」という

言葉を残しています。履修のための

コース制を敷き、教員を増やすこと

で、学生一人ひとりに行き届いた講

羨を実施できるようになります。

^キャンパス再編も進行しており

様々な教育効果が期待できます。

八田先にも述べましたが、四年4

月には心理学部を京田辺キャンパ

スで開設したほか、神学部、社会

学部の1、 2午次が今出川キャンパ

スに移転しました。さらに2013年

までには、京田辺キャンパスで学

ぶ文学部、法学部、経済学部、商

見
J.

^

,
゛

喝

^

.

.

.

、

ていかなければならない様々な心の

問題が増えています。心理学の必要

性は近年、急速に高まってきている

といえるでしょう。実際、国内の大

学でも心理学部の開設が大きな流れ

となっています。

文学部心理学科では、長い歴史の

なかで基礎心廻学と実際の晦床現場

をつなぐ研究・教育を進めてきまし

た。このたび、翫床・応用領域を・ー

屡強化し、科学的見地から人聞の本

質や行動原理を深く理解するため、

心理学部として新たなスタートを切

ることになりました。ミッシヨンは、

心の視点から現代社会を読み解き、

社会で活羅できる人物を育てること

です。カリキュラム面では、学部へ

の昇格に伴い「袖経・打動心理学

コース」「陣床・社会.D理学コース」

「発達・教育心、理学コース」の3コー

スを設置しました。

「神経・行動心理学コース」では、

最新の脳科学や行動科学を学ぴ、基

礎研究を行います。Π翫床・社会心

暈

.
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1同志社大学心理学部
心理学都では80年を超える伝銃ある基礎研究力

恨ese田'ch)をべースに、突社会のあらゆる心の闘題に1'

対する実践力(Action)を錠います.少人数教青を・・段と

強化するとともに、カリキュラムの光災にも 1・分配隙して

います。初年次からの「実験演習」や2午次からの「火習」

科Πに加え「プロジェクト演Pむを経験することで、学生

はより尖践的な知磁と知恵を身に付けることができます。

学部開股とともに大学院も股椴Lました。指定大学院

の修、「料に受験資幣がりえられるr臨床心邪士」や大学院

修fを・kな受験資格とする「臨床発達心理士」「学佼心非

上」などの大学院資格に関して、20叫年度人学生が大学院

に進学する2013午までには整備するヂ定です。ツ.都資椛

である「認定心理・上1処!康心JⅢt」は現在も蛾得可能です、

学部の1、 2年次も今出川キャンパ

スで学ぶことになります。この移

転をも 0て・・・連の学部敦青の統合

事業は終了いたします。

キャンパス再編の主たる目的は、

今出川、京Ⅲ辺両キャンパスの良い

意味での差異化をⅨ1ることです。つ

まり、京田辺キャンパスを「身体・

生命、先端技術、帖難を巾心とする

高度な複介的研究拠.点」と位糧付け

ます。一方、京都御所に隣接し、豊

かな伝統と雁史が息、付く今出川キャ

ンパスは「匡1際千.義・りべラルアー

ツの総合拠点」としていきます。両

キャンパスでは、学部の壁を越えた

りべラルな学びの場が展開ざれ、

様々な教育効果が期待できます。

内山京田辺キャンパスでは、文

化怯報学部、理工学部、生命医科学

部、スポーツ健康科学部が先端領城

の教育研究を推進しています。心理

学部ではビューマンサイエンスの視

点から、人問に関する様々な領域の

学部と協力していきたいと考えてい

ます。例えば「神経・行動心理学

コース」では、心と脳の鋤きの関係

を医学的視点から考察する必要が出

てきます。この領域でば生命医科学

部との連携が可能でしょう。

ーー・一産学官連携をはじめとする学外

との連携も活発化してぃます。

八田同志社大学は08年度、文部科

産業界

目公庁

"＼

゛、ー

同志社大学心理学部
.神経・行動心理学コース

.臨床・社会心理学コース

.発達・教育心理学コース

医療・◆一、,
保育機関

地滅社会

学部連携教育機関

1京田辺校地
.生命医科学部

.スポーツ健康科学部

.文化情報学部

.理工学部

ACTION

心理学部と学内外連携のイメージ図

"ノ

学省「産学官連柳再御略展開事業(戦

略展開プログラムU の実施機関と

して採択されました。これは大学の

巾長期的な産学官連""炎略について

国が政策的観点から支援を行うもの

で、本学は支援事業のうち「知的財

産活動1'鮴の強化」に採択されてい

ます。事業の上たる目的は人文社会

科学系を含め、知的財逢活動の強化

と述川体制の整備をⅨ1ることです。

本学は02午4月にりエゾンオフィ

スを設置し、学外との連携を強化し

てきました。理丁系では、既に多く

の成果を川していますが、人文社会

科学系の産学官連携枯動は十分とは

いえない状況でした。このたびの採

択を受け、本学では人文社会科学系

の産学官連携体制を整備し基盤強化

を推進していきます。

内山心理学部についても学内外

との連携を積極的に図っていきま

す。その取り組みのーつが、プロジ

エクト演習の導入です。これは、学

外の一般企業や公共の研究機関、あ

るいは医療福祉施設などに学生が実

際に赴く演習で、現場で実践型の教

育や研究を行うことが目的です。

一方で、研究センターとの連携も

進めます。本学には心理学領域の研

究センターとして「感情・ストレ

ス・健康研究センター」「こころの生

涯発達研究センター」「赤ちゃん学研

^1研究センター

[

,

R

.同志社大学感情,ストレス・

健廣研究センター

.同志牡大学こころの生涯発達

研究ヤンター

.同志社火学赤ちゃん学研究

センター

1今出川校地
.人又杜会科学系学部

究センター」が設'陞されています。

既に多くの実穎を残すこれら価究セ

ンターとも、それぞれのりソースを

些.かした連挑を展開する考えです。

また本学では、医工連携も活発化

しています。怖年には学研都市キャ

ンパスに隣接する学研都市病院と

「交流に1對する恊定を締結しました。

既に牛命医科学領城の先端研究が進

められており、心理学部でも様々な

迎携の'川、能性が当えられます。

・・ー・相次ぐ学部新設に対し、ガバナン

スをどのように1散底するのでしょう。

八田大学の社会的責任田SR

University social Responsibility)に

対する関心が高まっています。本学

は心理学部の設置により]2学部]4研

究科となりました。教職員数は

2,200人を超えます。教職貝全員が

「情報公開」「法令順守」「説明責任」

に対する意識を強化し、 USRの推

進につなげていきます。

同志社大学はB0年以上の長い歴

史を積み重ねてきました。それはひ

とえにステーケホルダー(利害関係

者)の皆様のご理解とご支援があっ

たからこそだと感謝しています。今

後も学部の新設を予定しています。

新島襄の建学の精袖を受け継ぎ、さ

らなる飛躍へと展開していくため、

教育研究活動の一層の充実を実現し

ていく所存です。

学校法人同志牡Ⅲ業報告冉20【)8 7
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2008 同志社女子大学長インタビュ ^

一

^建学の精神と教育理念を実践す

る様々な改革が進行レています。

新島襄によって創立された本学は

「キリスト教主義」「国際主義」「りべ

ラル・アーツ」を教育理念とし、 高

い品性と豊かな教養、国際的視野を

身に付けた女性を社会に輩出してき

ました。現代は、多種多様な難題が

混在Lています。いまこそ、課題に

ついて老え解決策を模索するうえ

で、女性特有の柔軟な視点が重要に

なると考えています。

2000年以降、本学では、現代社会

学部、情叛メディア学科、現代こど

も学科、薬学部、国際教養学科と、

次々と時代に即Lた学部・学科を開

設し、りぺラルな学びの場を広げて

います。

2009年4月には、京出辺キャンパ

スに設置されている学芸学部英語英

文学科と日本語日本文学科を今出川

キャンパスに移転し、表象文化学部

を開設しました。言語による表象に

加えて、絵画や映画、演劇なども研

究・教育の対象としてカリキュラム

を展開します。

学部・学科改革とともに、大学院

改革も進行中です。 08年4打には、

文学研究科に情報文化専攻を、生活

科学研究科に生活デ〒イン専攻を開

設しました。情報文化専攻では、惰

報メディアの進展や多様化を文化的

視点から追求L、現代のメディア社

会の創造的発展に寄与する人物を養

成します。また生活デ仟イン導攻で

は、衣・食・住のデザイン追求を核

進む大学・大学院改革
いつの時代にも通用する
女子教育を推進

に生活全般をデリインする、くらし

のスペシャリストを育成Lます。

^国際主義を実践する取り組みも

加速しています。

07年4打、学芸学部に国際教養学

利・を設値しました。同学科の特徴

は学生全員が]年問の海外留学を経

験することです。 08年の秋には、

第1期生が本学の提携する英語圏の

大学に留学しました。

この取り組みは、 08年度の文部科

学省「質の高い大学教育推進プログ

ラム」(教官GP)に「一年問の留学を

基軸にした高度総合英語教育~問題

を批判的に捉え、日英両言語で論理

的コミュニケーション能力を育成す

る~』として採択されています。学

生たちは、母国のことを認識したう

えで外国を理解し、常に他国と母国

の複数の視点を持って、論理的な考

えを展開できるコミュニケーション

能力を育むことを目指しています。

^産学連携や高大連携など学外と

の連携も活発化しています。

本学では、産学連携事業にも力点

をおいています。08年度の企業など

からの外部資金導入は23件、科学研

究費採択数は2件と学外機関との連携

は着実に根付いています。また、 07

年9月に締結したANA (全日本空輸)

と連携恊力に関する包括恊定に基づ

き、既にキャリア支援講座などを開

講しており、仭年3月には「ANAエア

ライン・ホテル体験とホスピタリテ

イスキルセミナーJ を開催しました。

これは3日問に及ぶセミナーで、空港

同志社女子大学

icholas John leele学長
ロラ ス ジ ヨ ーノ ヲ' ノ

の仕事や航空専門用語・、マナーや立

ち居振る舞いなどについて各種見学

と実習を展開Lました。

また、蝿年度は、奈良市立一条高

校外国語科、和歌山信愛女子短期大

学附属高校、京都学園高校国際コー

ス、大阪市立工芸高校映像デ仟イン

科の4高校と教育連携協定を新たに

締結したほか、大阪府守口市教育委

員会との連携協力に関する協定を締

結しました。

07午度に包括協定を締結した奈良

県立医科大学とは、シンポジウムや

院内コンサートなど、各種連携に関

する取り組みが進行中です。

^同志社女子大学の今後の展開に

ついてお聞かせください。

新島襄の志を引き継ぎ未来へつな

げていくためには、教職員一人ひと

りが建学の精神、教育理念を意識・

理解することが必要です。そのため

本学では、 2006年度よりプランディ

ングに取り組んでいます。

08年度はその一環として、携帯

リーフレット(クレド)と名札を作

成し、全教職員に配布しました。ク

レドには本学の精神やミッション

(使命)とその解説、および新島襄

の遺言が記されています。本学が目

指す女子教育について、教職員全員

が意識を共有し、社会に有意な女性

を育成していこうという思いが込め

られています。

同志社女子大学では、今後とも新

島襄の精神と理念を幹に、教育・研

究活動を進展させていきます。
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1中高は一貫教育に向けて統合事業、
学校法人同志社は、同志社中学校と同志

社高等学校の統合、同志社大学と同志社女

子大学の学部改組に向けて、キャンパスの

再編整備を進めています。

同志杜中学校、高等学校

第Ⅱ期工事に着手

同志社中学校と同志社高等学校では、

2010年に予定する中学佼の岩倉校地への移

転に悴う巾学校と高等学校の毓合事業を推

進中です。

統合事業は中学校の校舎や共通施股を建設

するほか、高等学校の既存校舎の建て替えと

改築・改修を行います。工事は、教室棟のほ

か同創士岩倉チャペル版称)、体育館、食堂

など約1財東を建股する大規模な工事です。

08年10月に第1期工事を終え、高等学校

棟、共用管理棟、アプローチ(通学路)が完

成しました。高等学校の教室棟は従来の「桑

志館」という名称を継承して、Ⅱ月から授業

を朋始しました。

9月30日には第Ⅱ期建股工事の起工式を

執り行いました。第Ⅱ期工事では中学校棟

のほか、自然利・学才東、創作芸術棟、体育館、

チャペルを建設します。埋蔵文化財の発掘

嗣査などを経て工事に着手する計画で、09

年12月の完成を目指します。

中学校と高等学校は、開学当初にはーつ

の学校でしたが、戦後の学制改革とともに

高等学校が19四年に岩倉校地へ移転しまし

た。以来、両校は同志社一貫教育の理念で

結ばれながらも、独立した学校として存続

してきました。

2010年に巾学校力雅転することで、岩倉キ之

地には小・中・高がそろい、約2.5m名の生徒

が学ぶ体制になります。同劇士の一貫教育を

充実させるとともに、全国に誇れる籾等・中

等教育の教育の場力椴姓することになります。

大学・女子大学はキャンバス再編

同志社大学

学部の設置、改組再編を推進

同志社大学は09年4月、文学部心理学才斗

の改組により心理学部心理学科を京田辺校

地に設置しました。京田辺校地は理工学部

と文化情報学部に加え、08年4月に生命医

科学部、スポーツ健康科学部を開股してお

り、科学技術、医学、人文科学を融合した

斬たな学術領城を切り剛くキャンパスに生

まれ変わろうとしています。

一方で、京田辺校地で展開してきた袖学

部、社会学部の主たる学修校地を舶年4月

に今出川校地に変更しました。また、同じ

く文学部、法学部、経済学部、商学部の主

たる学修校地を2013年度に今出川校地に変

更する予定です。これにより、今出Ⅲ校地

は、新たな人文・社会科学の領域を創造す

るキャンパスになります。

ざらに、 2011年産に国際的な地城理鯛・能

-1
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力を持つ人物の育成に特化する学部を今出

川校地に、2013年度には実践的な外国語能

力に卓越した人物の育成に特化した学部を

京田辺校地に設置する予定です。そして、

今後多数を受け入れていく予定の外国人留

学生のために宿泊関連施股の拡充も図0て

います。

<、

新学校構想

帰国児童、外国人児童・生徒などを対象に

小学校、インターナショナルスクールを20"年に開校

、、

学校法人同志社は、帰国児竜や地域の児名)。外国人児童・生徒を対象に英語により家庭の児童を対象に、国際部については、

童、外国人児童・生徒を対象に国際主鞭教国際標準化ざれたインターナショナルス外国人児童・生徒を対象に、それぞれ書類

育を特色とした小学校とインターナショナクールとしての教育を実施する考えで、審査、面接、適性審査などにより選考する

予定です。帰国児童、外国人児童・生徒は20Ⅱ年9月に開股します。ルスクールの開校を予定しています。

校舎は京都府木i聿川市に建設b籾等部と国居住にかかわる移動が頻繁にあることから、小学校の名称は同志社国際学院初等部。

学校教育法に定める6年制の小学校であ"、際部の小学校部分は同一のキャンパスに併設編入学試験を1弛時実施することも検討して

入学定員は1学年2学級印名(収容定員360 するメリットを生かし、可能な範囲で合同教います。

卒業生の進路として、初等部は法人内の名)。婦国児童と国内の一般児童を対象に日育を実施する予定です。

教諭数は、初等部と国際部で約関名。同志中学への進学を原則とし、国際都は国内外英バイリンガル教育を基本とする国際教育を

社の建学の精袖であるキリスト教主輪、白由の大学への進学を想定しています。運営形実施する考えで、 20Ⅱ年4月に開設します。

インターナショナルスクールの名称は同主轆、国際主義に基づく教育を邦戈するには態は、同志社教育を推進するとともに安定

的な財政基盤に基づいた将来展望を視野に志社国際学院国際部。小中商]2年制を敷き、少人数による教育が必要と考えています。

初等部については、保国児童と国内一般入才L同志社大学の制属として運営します。入学定員は1学年1学級25名(収容定員300

同志社女子大学

新純正館が竣工

同志社女子大学は、学芸学部の英語英文

学科と日本語日本文学利を京田辺校地から

今出川校地に移耘して、 09年4月に表象文

化学部を設置しました。それに伴い、主に

体青施設として利用されてきた旧純正館を

解体し、新純正館の建設を進め、 08年9月

26日に竣工式を挙行しました。

新純正館は教室棟鼬上5階、地下11樹と

多目的棟(地上Ⅱ砦、地下2陶の2様で俳成

しており、教室棟の最上階には庭園やラウ

ンジ、多目的棟には半地下のアリーナ鼎

ホール(デントンホール)、トレーニング施

股、屋上テニスコートを設置Lています。

学校法人同志村:Ⅲ業肌告;1卜20船 9
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同志社大学、同志社女子大学の
教育プログラムの先進性・革新性が評価

ハイライト

時代の二ーズをとらえた取り組みが各種進行中
教育GP、産学連携、国際展開、地域・社会への取り組み

同志社大学と同志社女子大学は、

同志社・建学の理念に基dき学生が

珀治自立の人民」「一国の良心」にな

ることを目標に教育改革を推進して

います。その先進性・革新性力靖平価

され、 2008年度は同志社大学5件、

同志社女子大学]件の教育プ晢グラ

ムが、文部科学省の助成事業に採択

されました。

課題を発見・解決して社会に貢献

採択されたーつが、社会学部によ

る「相互啓発による創造的学力育成

カリキュラム」です。

社会学部は09年4月に1年次から4

年次までを今出川キャンパスに統合

して、基礎教育と専門教育を並行さ

せたカリキュラムを実施します。学

生は、導入教育、学部共通科目、副

専攻制度、卒業研究を有機的に履修

するとともに、演習やプロジェクト

科目の授業に積極的に参加して、学

生相互で霄発しながら、社会人とし

て通用する創造的学力の習得を目指

します。

政策学部による「政策提案能力を

養う理論と実践との交流教育」は、

京都府と地域団体との連携を通じて、

少子高齢化や過疎化をはじめとする

地域社会の課題を発見し、解決に向

けて政策提案できる人材を育成する

教育プログラムです。

京都府では、京都府庁NP0パート

ナーシップセンターを設置Lて地域

力再生プロジェケトを推進していま

す。学生はNPO (非営利組織)や自

治会など地域力の再生に取り組む地

域団体の活動内容を分析、分析結果

をインターネットを通じて発表する

とともに、地域団体の評価手法を開

発します。

文化情報学部による「文埋融合型

教育による課題解決能力の育成」は、

大量の清報の中かぢ必要女情報を抽

出して課題を解決できる人材を育成

するためのプログラムです。

文化情報学部では09年4月に「文

化情報学実験・演習」、「プロジェウ

ト」の両科目を「ジョイント・りサー

チ」として統合し、教育課程の発展充

実を図りました。ジョイント・りサー

チでは、現実のデータを収集・加

エ・分析・考察するサイクルを実行

して、りアルタイムな解決を試みる

体験型授業を実践Lて、学生の問題

発見解決能力を滴養します。

同志社大学はこのほか大学院工学

研究利・・機械工学専攻による「安

全・安心の設計システム技術者養成

課程」が大学院教育改革支援プログ

ラムに、「外国語教育の全学的質保証

と国際交流促進」が大学教育の国際

化加速プログラム(国際共同・連携

支援)に採択されました。
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の高い大学教育推進プログラムに採

択されました。

学生は、]年間の留学をカリキュラ

ムに位置づけた教育プログラムを履

修します。単に英語力を習得するだ

けでなく、他国と母国の複数の視点

を持って日本語,・英語両言語で論理

的に説得できるコミュニケーション

能力を身に付けるのが目的です。

学生は授業のほとんどを英語で受

講して、きめ細かな指導体制のもと

に英語力を向上させます。そのうえ

で、批判的思考、国際的に通じる論

理的な表現力、スタディースキルを習

得して、1年間の留学を体験します。

同プログラムでは、留学前と留学中

の学習の目標を明確に設定し、教職

員が学生一人ひとりにきめ細かく

指導・支援を行う体制を確立します。

^

、、

倉

、、
i土一.

国際感覚を持った教養を習得

同志社女子大学は、学芸学部国際

教養学科による「一年間の留学を基

軸にした高度総合英語教育」が、質

10

同志社大学

プログラム名

質の高い大学教育推進プログラム

2008年度採択教育プログラム

大学院教育改革支援プロヴラム

大学教育の国際化加速プログラム
(国際共伺・連携主援)

同志社女子大学 2008年度採択教育プログラム

プログラム名

質の寓い大学教育推進プロクラム

採択テーマ

相互啓発にょる創造的学力育成カリキ里ラム
政策提実能力を萎う理論と寓践との交流教育
文理融合型教青による課題解決能力の育成

安全・安心の設計システム技術者養成課程

外国語教育の全学的質保証と国際交流促進

採択テーマ

一年閥の智学を基軸にした高度翁含美語教青
~問顯を批判釣に捉え、日英両言語で
論理的ニミュニケーション能力を育成する~

、
'



2 研究・産学連携

人文社会学系を含めた産学官連携を本格化
文科省・産学官連携戦略展開事業に採択

同志社大学は、2008年度文部科学

省・産学官迎携戦略展開事業(靴略

展開プログラム)のうち「知的財産

活動基盤の強化」の実施機関に採択

されました。向事業は、大学などの

中長期的な産官学連携戦略の展開に

あたり、国が政策的観点から支援を

行う事業です。

これまで産官学連携といえば、理

工系の技術開発力沖心でした。しか

し大学力畔士会的貢献を果たすうえで、

理工系だけでなく文系のシーズの活

用を含めた産官学連挑が求められる

ようになってきました。

同志社大学は20舵午にりエゾンオ

ワイスを発足して以来、文理融合型

の産官学連挑を掲げてきました。し

かし文系の教貝と産業界との連携は

特定分野に限定され、成果は目に見

えにくか0たのが現状です。

採択を受けて同志社大学は、産業

界、官界、市民から期待される大学

の社会的貰務のもとで、産学官連携

活動を全学に拡大して展開します。

人文社会学系の産学官連挑に関する

ニーズの発掘や知的財産管理の取り

組みを通じ、人文社会学系の産学官

連挑体制の整備と基淋強化を凶って

いく老えです。

同志社大学には、最先端の研究に

取り組む人文社会学系の教員をはじ

め、 130年.にわたる歴史、地域とのか

かわり、卒業生のネットワーク、京

都市の中心・部という立地条件なと活

用すべき資源があります。これらの

資源を活用することで、今までの技

7つの研究センターと2つの寄付教育研究プロジェクトが発足

^

同志社大学は先端的・学際的辧究

の拠点形成を目的に研究開発推進機

構を設置して、学内の研究体制を支

援・推逵しています。現在、同機構

の支援体制のもとで研究センターと

寄付教育研究プロジェケトが、時代

の二ーズをとらえた最先端の研究活

動を展開中です。

研究センターは、研究期間5年間

術開発などとは違った新しい付畑価

値を捉供したいと考えています。

例えぱ、文系シーズを集約した

「人文社会系産官学連携研究紹介集」

の発刊、卒業生や学生の多様なネッ

トワークを生かした地城活性化、著

作権や商標権についての問題提起な

ど、大学ならではの藏みと魅力を瓢

用して、企業、地域、行政の二ーズ

に応えていきます。

同志社大学では、2013年までに今

H」川キャンパスを人文社会学系の教

育の中心地として展開する構想が進

んでいます。戦略展聞プログラムの

実施により、文系産官学連携の基盤

整備を行うとともに、より社会にイ

ンパクトを勺、えられるような取り經

みを実現したいと考えています。

の時限を設けており、研究を継続す

る場合は研究成果を評価・検証した

うえで認められます。 2008年度は、

ナノサイエンス、微粒子科学技術、

健康体力科学など工学・健康医科学

分野のほか、社会,芸術国際、高等

救育・学生などの人文科学系の研究

センターが発足しています。

寄付教育研究プロジェクトでは、

社会的甚通資本
刷空ゼンター

EU研究センター

感情・ストレス・健康
靭究モシター

日韓地方自治研究センター

イ'フース上ークチー
研究モンター

ナノサイエンス
研突センター

健康体力科学
研突センタ]

嘗エネルキー照明
システム研究センター

エネルギー変換
斯究センター

研究センター
ワールドワイドビジネス
研究モシター

医工学研究センター

界面現隙研空センター

細抱惰報分子利学リ汁ーチセンター、

赤ちゃん学研究センターが新たに発

足しました。

さらに、特色ある先,都升究を行う

とともに、その刷究成果の還元など

により大学院教育の高度化を推進す

るため、高等価究教育機構を設置し、

現在4つの研究センターが研究活動

を推進しています。

痩合キオ料研究センター

電磁工冬ルギー
応尾研劉ヤンター

徴粒子科学技術
研究センター

高等教育・学生
研究センター

一神教学際
研究センター

ライフりスク
研空センタ【

製tz,渉
こころの生涯発達
肩安ゼンター

ハイオ・之ヒグーシヨン
刷賣モシター

生命医翆^究センター

熱音響技術研究センター

社会・芸術国際
研究センター

メディカルイメージンク
研究センター

技術・企業・国際競争力
研覽センター

寄付教育研究ブロジエクト

1捨零善子 アン壬,、イジング
リサ'芋センター

Wi!,'型苧HPCコンナーシアム

☆架・。

薪空盟ンター

再生医療研究センター

'脚H,肋"松

§御燮,

赤色は20舶年度新設のセンター、黄色は高等研究教育機構所属のセンター

スキンエイジング・
アンド.フ■ドエ+ジング
リサーチセンター

細胞情報分子科学
リサーチセンター

京都畿学研究会

赤ちゃん学
研究センター

学於孤人同"ι{村ゾⅡ業靴告冉・2008 れ



^卒業生、在学生の保護者への取り組み

rDOSHISHA Forum in uK on lnternationalstrategy_1 を実施
同志社大学は、卒業生や保護者に

対して、大学の現状や将来計画を説

明し、交流を深めていくための催し

を国内外で展開しました。

国外では仭年1月18日に、英国口

ンドン市内で「DOSHISHA Forum

in uK on lnternational str3tegyj

を開催。同志社の現状や国際戦略の

説明を行い、国際的に通用する教育、

同志社での日本語教育の展開、海外

に在住する卒業生の結東などの課題

について、卒業生や現地に留学して

いる現役学生と有意義な意見交換を

行いました。

一方、国内では2008年12月13日、

「第2回同志社大学東京フォーラム」

を経団連会館(東京都千代田区)で開

催しました。「同志社のさらなる発展

に向けて」をテーマに、同志社大学緑

営戦略懇談会委員である村,昌平氏

(セコム株式会社取締役会長)、小

瀬肪氏(ハウス食品株式会社代表取

締役会長)、魚谷雅彦氏細本コカ・

コーラ株式会社取締役会長)を招い

^地域・社会への取り組み
「京町家異世代協同プロジェクト」を実施
同志社大学は、地域コミュニティ

による学生支援方策として「京町家

異世代協同プロジェクト」を実施して

います。このプロジニクトは、文部

科学名が2007年度に新設した「新た

な社会的二ーズに対応した学生支援

プログラム」に、本学の取り組みが採

択されたものです。

このプロジェクトでは、大学が町

家を惜りて、学生・地域と連動しな

がら活動を行います。町家では、子

てパネルディスカッションを行い、

少子高齢化や市場の縮小という厳し

い環境下で事業活動を進める経営老

の方々から、貴重な提言をいただき

ました。

09年3月]日には、札幌市豊平区

で「同志社キャンパスフェスタ血札

幌」を実施。西村彰氏(北京オリンピ

ツク専任コーチ)、朝原宣治氏(北京

オリンピック銅メダリスト)の同志社

大学卒業生師弟によるトークセッシ

ヨンやミニ講義などを実施しました。

供や学生、大人、高齢者が出入りし、

世代が混合したサークル活動や議論

の場が設けられます。そのほか学生

が異世代と協同しながら、歴史や文

化、伝統産業などの地域の財産を発

掘し、現代の生活のなかに継承して

いく文化プロジェクトを展開してい

きます。これまで、地域情雜の入っ

たカレンダー作りに取り組みました。

また、同志社大学は08年10月、

学研都市キャンパス(京都府木津川

^大学発べンチャー支援
大学発べンチャー企業を支援する大型ファントを設立
同志社大学と日本べンチャーキャ

ピタル株式会社(NVCC)は2008年

10月、同志社大学発のべンチャー企

業に投資するべンチャーファンドを

設立しました。ベンチャーファンド

は、同志社大学が投資案件を紹介す

るなどしてファンド運営に協力、日

本べンチャーキャピタル株式会社が

ファンドの運営・運用・管理を担当

します。

フフンドの名称は「同志社べンチ

ヤー]号投資事業有限責任組合」。募

集金額は10億円。同志社大学の研究

成果・シーズを生かした会社、教員、

市)に乳幼児の行動メカニズムを研

究する「赤ちゃん学研究センター」

を新設しました。研究成果の社会

への還元をテーマに、自治体や地

域と連携しながら、保護者や保育

士など様々な形で子供と触れる人

たちの支援を目指します。今後、

保育園や幼稚園、小学校の巡回相

談を実施したり、保育士など現場

にかかわる方たちへの講座なども積

極的に閉講していく予定です。

学生が起業した会社、卒業生が起業

した会社を投資対象に、 2008年から

2017年までの10年問(最大13年問)

を存続期間としています。

同志社大学ではべンチャー企業の

インキュベーション施設D・eggを設

立するとともに、 NP0法人(特定非

営利活動法人)の同志社大学産学連

携支援ネットワークによる企業相談

をはじめとする人的サポート、ファ

ンドの設立による財務サポートを通

じて、地域企業支援やべンチャー育

成に取り組んできました。ベンチ

ヤーファンドについては、 06年に池

12

田銀行グループと「池銀キャビタル夢

仕込ファンドD ・1投資事業組合」

(総額H竜円)を設立、 07年に京都銀

行グループと「京都・同志社発べンチ

ヤー育成ファンド」(総額2億円)を設

立しており、新たなファンドの設立

によりべンチャー育成の支援体制を

より一層強化します。
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^環境問題への取り組み
循環型社会を実現する体制を整備
同志社大学は地球環境の保全と、

循環哩社会の実現に寄与するため環

境官言を策定し、全学的な取り組み

を推進しています。 2008年4打の生

命医科学部とスポーツ健康科学部の

開設を機に、より一厨の環境保全の

ため「環境偶頴卜実,験実習支援セン

ター」を設匙しました。

近年、大気、水質、士壌など環境

汚染は地球規模の問題となっていま

す。このような状況のなかで、学生

に対する環境保全の理解を促し、人

問の健康や安全にも配慮できる人制

を育成することは、大学に課せられ

た重要な使命です。同センターのも

とには、学生たちが環境問題に取り

組む、同志社エコプロジ1クト

(DEP : Doshisha Eco project)を

設置しています。 DEPは、同志社大

学省エネルギー委員会のもと、学生

とともに学内の省エネ、ゴミ問題改

善、自然環境保護などに取り組んで

^新島襄生誕165周年
新島襄の生誕165周年を記念し、創作能を上演
同志社の創立者新島襄の165回目

の誕生日にあたる2008年2月12日、

新島襄を主人公にした創作能が東

京・千.駄ケ谷の国立能楽堂で士.演さ

れました。

創作能は、「同志社紫謡会」(同志社

大学能楽部観世会OBの会)が数年が

かりで制作したもので、梅を愛好した

新島にちなみ、「庭上柳」と1呼ばれてい

ます。新島顎生は、謡本作成の中軸者

であり、観世流シテ方の井上裕久氏が

います。同志社大学をーつの社会と

してとらえ、学内での調査を踏まえ

た環境対策を進めます。

一方、学生支援センターでは、環

境教育のーつであるエコッアーを課

外プログラムに導入。自然体験や伝

統文化、生活体験を重視した滞在烈

の旅を実施Lており、参加者を募集

しています。 08年9月は、世界遺産

である白川郷の施設を利用したエコ

ツァーを実施しました。

^

務めました。シテや笛、村支、後見な

どの演者は同志社大学能楽部の卒業

生が大半で、「地謡」には現役の例志

社大学の学生4宅,も出演しました。

会場には、アメリカ大使館のキャ

サリン・ L ・ジャイルズーディアズ

さんをはじめとする来賓のほかに、

2,500名を超える応募者の中から抽選

で選ばれた600名が来場し、 70分に

およぶ能狸台を堪能しました。

また、新島襄の生誕165周年を記

リスク管理薬物乱用防止を徹底

若者の間で蔓延する薬物の乱用が社会問

題になっています。同志社大学の学生も例

外ではありませんでした。

同志社大学では2008年5月、学六掲示板

やホームページを使って薬物乱用の防止に

つぃての注意をイ足レていました。しかし、残

念なか108年9月、商学部の学生が大麻取

締法違反容疑で逮捕され、続いて、商学部、

経済学部、政策学部の4名を含めた合計5名

が書類送検されました。

この事態を重く見た同志社大学は、1名

を退学処分、残る4名を停学処分とすると

ともに、全学を挙げて薬物乱用防止に向け

た啓発活動に取り組んでいます。

まず、掲示板やホームページで薬物乱用

防止を改めて喚起するとともに、職員と学

生が協力して啓発ビラやり一フレットをキ

ヤンパスで配布、一方で、全学生に注意喚

起を促すメールを送信するとともに、海外

念した沓喋訂マンガで説む新島襄~自

由への旅立ち~』と畔斤島襄検定100

問~同志社大学の軌跡~』の2冊も刊

行しています。

渡航時についても薬物に注意するよう呼び

かけました。四年3月には関西四大学懇訟

2蝿81

、、

5Π29日ホームページ、学内掲示板に^の

防止について」を掲載
(掲戦後の9月18日に大麻取締法違反客疑

で学生1名力瞳捕)

ⅡHIOH 学内掲示板に喋物乱用の防止に0いて」

を掲載

ⅡΠⅡ日全学生に注意喚起と講潰会案内のメール

を送信

Ⅱ月12U 粧員と学生が啓発ビラを配布(今出川校

~14口地、京田辺校地)

Ⅱ1119"「麻薬・覚せい剤等藁物乱用防止」講演会

を開催(京田辺)

]」月20旧「麻薬・覚邑い剤等藁物乱用防止」講演会

を開催(今出」川

Ⅱ月20口各学部・研究科なとに学生指導用とレて

リーフレットを配布

]2月3罰文化系クラブ・サークノ松認団体0漣雑会

で注意喚起

1子
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会で薬物乱用防止に関する匹大学学長共同

声明を多E表しています。
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12月10U 体育会学佳と体育会OB ・ OGがり一フレ

y卜を配布

12月16n 外国人留学生を対象に英語版リーフレッ

トを配布

12月17U スポーツ系クラブ・サークルの登録団体の

連縞会で注意喚起

2山9

1村29U 学内掲示板に海外渡航時の藁物への注意
喚起文書を掲戰

3月フヨ関西四大学懇鞍会で薬物乱用防止に関す

る四大学学岳共同声明を発表

4月~新入生ガイダンス、演習ウラスなどでj主意

喚起

啓発ビデオの上映(寒梅館、学生会館、敵時

ローム記念館)
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同志社大学

最先端領域の学部を開設
大学・大学院改革が多彩に進行中

事業の概要
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下EL :075-251-3110
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TEL :0774-65-7010
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定の単位を優れた成績で修得した

と教授会が認めた場合、 3年以上の

在学により卒業できるものとする

制度です。

03年度から始まった文部科学省

の「国公私立大学を通じた大学教育

改革」では、競争的環境下での大学

改革に関する取り組みを推進する

ため、特色・イ囲隆ある取り組みを

選定し支援しています。

本学の教育改革も優れた取り組

みとして採択されています。 08年

度は、質の高い大学教育支援プロ

グラムとして、「相互啓発による創

造的学力育成カリキュラム」「政策

提案能力を養う理論と実践との交

流教育」「文理融合型教育による課

題解決能力の育成」の3プログラム

が採択されたほか、大学教育の国

際化加速プログラムとして「外国語

教育の金学的質保証と国際交流促

進」が採択されました(詳糾はPI0

を参照)。

■URL

時代の要望をとらえた学部を開設

進展する大学改革

2008年4月、同志社大学は京田辺

キャンパスに、生命医科学部とス

ポーツ健康科学部を開設しました。

同時に、工学部を理工学部に改組

再編L、数理システム学科を新設

しました。

生命医科学部では、医学の幌点

を持つエンジニアを、スポーツ健

康科学部では、健康やスポーツに

関する専門家とスポーツ行政にか

かわる人物を育成します。いずれ

の学部も時代の二ーズをとらえ、

最先端の教育・研究を展開します。

仭年4月には、 80年来の歴史を有

する文学部心理学科を心理学部と

し、京出辺キャンパスに開設しま

した。社会構造が多様化するにつ

れ、心理学が関係する、あるいは

対応する必要を求められる心の問

^

、、、、

^

' メ

1

1

、

題が増えています。文学部心理学

科では、長い歴史のなかで基礎心

理学と実際の臨床現場をつなぐ教

育・研究を進めてきました。学部

への昇.格に伴い、臨床・応用領城

を一層強化します。心理学部の使

命(ミッション)は、心の視点から

現代社会を読み解き、社会で活躍

できる人物を輩出することです(詳

細はP6-7を参照)。心理学部の開設

により、同志社大学は12学部とな

り、りべラルな学ぴの場が広がっ

ています。

08年度には教育支援に関する全

学的な業務を統括すべく、教育支

援機構を設置しました。同機構は、

教務部、全学共通教養教育セン

ター、教育開発センター、免許資

格課程センターで構成します。

新たな取り組みとして早期卒業

制度を導入Lました。これは、所

14

教育理念を推進する取り組み

多岐にわたる大学院改革

学部の改革とともに、大学院改

革も進行Lています。促年4月の新

学部設置に伴い、生命医科学斯究

科を開設しました。スポーツ健康

科学研究科については、 2010年開

設を予定し、認可申請中です。

08年度は、工学研究科機械工学

専攻による取り組みが「安全・安心

の設計システム技術者養成課程」と

して大学院教育改革支援プログラ

ムに採択されました。この取り組

みは、安全・安心な機械の設計が

できる技術者を、講義とフィール

ド実習の両面から育成することを

目的としています。

船年5月の裁判員制度の実施に伴

い、法教育に対する関心が高まっ

ています。司法研究科の教育支援

、
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として、アカデミッケ・アドバイ

〒一制を導入したほか、裁判員制

度に対応した法廷教室の改造を行

いました。

同志社大学の国際主義をビジネ

ス教育に生かす試みも進行中です。

同志社ビジネススクールでは、全

ての講襲を英語で実施する「グロー

バルMBAプログラム」を四年9月に

設立する予定です。京都で世界水

準のビジネス教育プログラムを実

施し、同志社ビジネススケール創

設時に掲げた「グローバルな視点に

立ちながら、地に足の着いたビジ

ネス展開を行う創造性豊かなビジ

ネスリーダーを聚出する」という目

標の実現を月指します。

2010年4刃には「グローバル'ス

タディーズ研究科」を設儘する予定

です。同研究科では国際問題に通

じた国内外の研究名やジャーナリ

ストを教貝に迎え、国際機関で働

く人材の育成などを目指します。

うとともに、その成果の還元など

により大学院教育の高度化を推進

するため、高等研究教育機構を設

遣し、現在「一神教学際研究セン

ター」、「技術・企業・1到祭競争力

研究センター」、「エネルギー変換

研究センター」、「ライフりスケ研

究センター」の40のセンターが活

動をしています。

社会との接点を意識した取り組み

産官学連携事業

近年、教育・研究活動に加え、

社会貢献が大学の第3の役割といわ

れるようになっています。同志社

大学でも岡様に、地域との連携を

視野に入れた各種取り組みを実施

しています。

船年座は、文部科学省の「産学

官迎携戦略展開事業(戦略展開プ

ログラム)」に採択されています。

本プログラムは大学の中長期的な

.^^」q ■弔■

産学官連携戦略について国が政策

的観点から支援を実施するもの

で、岡志社大学は支援事業のうち

「知的財産活動基盤の強化」に採択

されています。本学では舵年度に

リエゾンオフィスを設隈し、学外

との連携の強化を図0てきまし

た。理工系では既に多くの実繊を

残していますが、人文社会科学系

の産学官述携活動は十分とはいえ

ない状況でしたので、このたびの

採択を受け、人文社会科学系の産

学官連挑活動の基盤強化を一層推

進していきます。

そのほか産学連携に関しては、

学内の研究シーズ発掘と起業化を

支援する取り組みもスタートして

います。日本べンチャーキャピタ

ル(株)と投立した「同志社べンチ

ヤー1・号投資事・業有限責任組合」で

は、本学に関するべンチャー企業

の育成支援を実施Lていきます。

先端領域を追求する

研究センター

研究開発推進機溝を設置し、同

志社大学の特色ある研究活動を推

進してきました。

08年度は、寄付教育研究プロジ

エケトとして除剛包惰報分子科学リ

サーチセンター」、「赤ちゃん学研

究センター」を新たに開設してい

ます。また、研究七ンターとして

は「ナノサイエンス研究センター」

「微粒子科学技術研究センター」「社

・芸術国際研究センター」「健康Z:、

体力科学研究センター」など、 7研

究センターを設遣しました循羊細は

PⅡを参照)。仭年3月末時点で研究

センターの数は22となりました。

それぞれが先端かつ独創的な研究

を推進しています。

さらに、特色ある先端研究を行

入学定員、入学者数、
学部・研究科名

子部 神学部

文学部

社会学部

法学部

怒済学部

商学部

政策学部

文北情報学部

理工学部

生命医科学部

スポーツ健康科学部

収容定員、在学生数(2008年5月1日現在)
収客定異入学定員入学者數

ム舌十

研究科

50

682

365

805

805

805

375

250

730

240

150

神学研究科

文学研究科

社会学研究科

法学研究科

経済学靭空科

商学研究科

立化情報学研究科

丁学研究科

生命医科学研究科

アメ 1ノカ研究科

総合政策科学研究科

司法研究科

ビジネス研究科

55

796

445

907

953

855

355

273

820

246

156

200

2,848

1.535

3.355

3,355

3,355

1,575

1,000

3,415

240

150

ム畳十

総計

5,257

在学生数

教員数、職員数(2008年5月1日現在)
教員数

30

91

51

仏5

55

70

17

291

22

25

,05

オ 50

70

264

3,400

1.843

3,794

3,985

3,703

1,622

1,091

3,930

246

156

専任教員

5,8劇

26

58

40

71

10

23

4

376

45

19

75

151

46

685

嘱託講師

21,028

1,29

65

201

「6

305

卞5

145

34

543

22

60

215

450

140

24034

教員合哥

1,122

,04

207

「3

175

35

88

13

756

52

56

216

355

114

d 814

6,379

職員数

専任職員

944

6,805

318

有期職員

2411

23439

139

職員合計

2,284

26.318

,佼i上人同志社,Ⅱ業帷告,11部08

教職員数

,言言

22フオ
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一方、大学と卒業生のつながり

を強化する取り組みにも力を入れ

ています。 08年12打には卒業生や

保護者を対象に大学の将来構想や

現在の取り組みを紹介する「東京フ

オーラム~同志社の更なる発展に

向けて~」を開催したほか、入試説

明会を兼ねた「キャンパスフェスタ

in千W捌を催しました。

キャンハス再編事業と

キャンバスの差異化

学部新設をはじめとする大学改

革および大学院改革に伴い、今出

川キャンパスと京田辺キャンパス

の差異化を図るため、キャンパス

利用の再構築も進行しています。

生命医科学部、スポーツ健康科

学部、心理学部が開設される京田

辺キャンパスは「身体・生命、先端

技術、情報を中心とする高度な複

合的研究拠点」と位置づけます。

方で今出川キャンパスは「国際主

義・りべラルアーツの総合拠点」と

して整備していきます。 09年4月に

は京田辺キャンパスで学んでいた

神学部、社会学部の1、 2年次生が

今出川キャンパスで3、 4年次生と

ともに学ぶことになりました。

2013年までには、文学部、法学

部、経済学部、商学部の]・2年次

の授業も今出川キャンパスに統合

する予定です。さらに外国語教育

などの充実を巨的とする学部を

20Ⅱ年度と20]3年度に開設する予

定ですが、学生の学修校地の変更、

学部開設をもって一連の学部教育

の再編・統合事業は完了Lます。

たにセンター試.験利用入試を実施

しました。

一般選抜入試の志願者数は、前

年度比6.9%減の4万1359名、セン

ター試.験利用入試志願者数は前年

度比5.6%増の6,087名でした。学生

生徒等納付金では、引き続き安定

的な収入を確保しています。

格付けに関しては、 2008年5月、

R&1(格付投資情報センター)から

発行体格付け「AA十(ダプル・

エー・プラス)」を耳財与しました。

同ランクは21段階ある格付けの上

から2番目であり、慶応義塾、早

稲田大学と並ぴ学校法人のトップ

クラスです。同ランクの企業には、

キヤノン、エヌ,ティ・テイ・ド

コモなどの優良企業が並びます。

2010年度に創立135周午を迎え

る本学では、今後とも教育・研究

のさらなる発展と向上に取り緯ん

でいきます。

同志社(法人)2008年度の事業実績
区分

財政

その他

事業

中高統合享業募金の実施

安定的な経営の継続と

格付け維持

入試に関しては、理工学部数理

システム学科、生命医科学部、ス

ポーツ健康科学部、心理学部で新

格付けの更新

中高織合事業の推進

第2号基本金、法人内

資金、寄付金

同志社創立133周年記念行事

同志社(法人)施設設備整備事業の内容

「災害ボランティアセンター」設置の協定

事業

同志社合伺学校説明会の実施

中高続合事業

同志社大学2008年度の事業実績

内容補足

区分

第1期工事として高等学校新校舎完成

て中学校新校舎等薯工

教学組織変更・

定員改正

内容補足

目標10億円。期間即06年4月~2011年3月。募金蚕員会を設置し、募金の企画および実施を推進

20閥年5月、 R&1(格付投資惰報センター)が発行体格付けM+(ダブル・エー・プラス)の維持を発表

中高栽合事業委員会において事業計画を審誤、策定。
2m0年に中学校、高等学校を統合、中学校を岩倉校地に穆転

事業

クラークチャペルで記念礼拝他008年"月23日)、若王子山頂で早天祈祷会(2008年"月29日)など

「生命医科学部」設置

京都市上京区との間で、今出川校地寺災害時にボランティアの活動拠点とオる協定を締結

「生命医科学研究科」設置

幼稚園・小学杖,中学校・高等学校合同の学校脱明会を聞催{2008年7月27日}。大学、女子火学
オープンキャンパス同時開催

「スポーツ健康科学部」設置

「工学部」再編、r理工学部」設置
(学部・学科名変更、定員変壷)
「数理システム学科」設置

教職員採用

第1期工事とし 2006~2010年度

教育・研究

「文学部、牡会学部、法学部、経済学部、
商学部、政策学部」定員変更

専任教員48名、任期付教員14名、専任職

員15名

事業期間

「教育支援機構」設置

内容補足

「免許資格課程センター」殷置

入学定曇:医工学科90名、医情報学科90名、医生命システム学科60名、計240名

「環境保全・実験実習支援センター」設置

入学定員:生命医科学専攻博士課程前期課程20名、博士課程後期課程2名

入学定員:スポーツ健康科学科1印名

早期卒業制度の導入

学部名変更:「工学部」を「理工学部」ヘ。学科名、入学定員変壷:()は変更前。インテリジェント
情報工学科帥名け00名)、情覇システムデザイン学科80名 ao0名)、電気工学科75名仟05名)、電子
工学科85名 al0名)、機械システムエ学科帥名 al0名)、エネルキー機械工学科70名 0飾名)、機能
分子・生命化学科【機能分子工学科)80名 a08名)、化学システム創成工学科(物質化学工学科)80名
a07名)、環境システム学科50名(変更なし)。学科設置:数理システム学科、入学定員40名

事業費
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「質の高い大学教育推進プログラム」

鞠事業費70億円のうち本年度支払額27億
6,814万円

入学定員変更:()は変更前。文学部682名(722名)、社会学部365名(390名)、法学部805名杷50名)、
経済学部8妬名(850名)、商学部805名(850名)、政策学部375名(400名)

敦務部、全学共通教讐教育センター、教育開発センター、免許資柊課程センターで構成する教育支援
機構を設置し教育支援に関する全学的な業務を統括

免許資格課程、教員免許状更新講習および連合教職大学院に関する業務を全学的かつ円滑に涯営

全校地における安全管理と環境保全に関する活動岩統括し、実験実習の技術指漂および管理運用の体
制を構築

所定の単位を優れた成績で修得したと數授会が認め力場合、3年以上の在学により卒業でぎるものと
する(2008年度入学生から)

財源

「相互啓発による創造的学力育成カリキュラム」〔牡会学部による取り組み)、「政策提案能力を養う理
論と実践との交流數育上政策学部による取り組み)、「文理融合型教育による課題解決能力の育成上文
化情報学部による取り組み)が採択



「大学院教育改革支援プログラム」

「大学敦育の国際化加速プロヴラム」

「手厶立大学戦略的研空基盤形成支援事業」

「戦略的大学連携支援亭業」

「産学官連携戰略展開事業」

寄付教育研究プロジ1クトの聞設

寄付教育研究プロジェクトの関設
(害付講座)

研究センターの開設

他大学・研沈機関等との交流協定の締結
【大学間)

「安全・安心の設割システム技術者養成課程上工学研究科機械工学真攻による取り組み)が採択

「外国語教育の全学的質保証と国際交流促進」(国際センター、言語文化教育研究センター、教育開発
センター、全学共通教養教育センターによる取り組み)が採択

「一神教とその世界に関する基礎的・応用的研究拠点の形成上一神教学際研究センターによる取り組
み)、「先端的分子生命化学の研究拠点形成」(ナノサイエンス研寅センターによる取り組み)が採択

他大学・研究機関等との交流協定の締結

(学部・研空科間)

「地域公共人材のための京都府内における教育・研修プログラムと地域資格制度の連携開発上5大学の
共同取り組み。申請は龍谷大学)が採択

入試制度

人文社会系を含め、さらなる知的財産活動を行う基盤を強化オる、文部科学省の支援事業「知的財産
活動基盤の強化」に採択

他大学・研究機関等との協力協定の締結

(研究センター閻)

「細胞情報分子科学りサーチセンター」、「赤ちゃん学研究センター」

学生生徒支援

司法研究科の教育支援

「土地家屋調査士会寄付講座(土地家屋の調査と襲示の登記N、「京都信用金庫寄付講座(地域金融ビジ
ネス)」

アメリカ研究所開設50周年記念事業の実施

「ナノサイエンス研究センター」、r徽粒子科学技術研空センター」、「社会・芸術国際研究センター」、
「健康体力科学研究ヤンター」、「高等教育・学生研究センター」、「ライフりスウ研究センター」

2009年度新設の学部、研究科入学蝕験実施

ヤンター試験利用入試の新規実施学部等

エコール・セントラル国立理工科学院連合(フランス】、マルク・ブロック大学(フランス)、レンヌ政

治学院(フランス)、パヤップ大学(タイ)、静宜大学(台湾)、天主教輔仁大学(台湾)、嶺南大学(韓国)、
ハノイ大学(ベトナム)との学術交流協定。復旦大学【中国)との教員交換および学術交流協定。ソウ
ル大学校(競国)、高麗火学(韓国)、国立台湾大学(台湾)、国立台湾師範大学(台湾)との学術交流協
定および学生交換協定。北京大学歴史学部との学生交換協定

財政

地震、台風、大雨などの災害に伴う学費

等減免捨置の実施

薬物乱用防止啓発の活動

その他

京田辺校地食堂改装オープン

生命医科学研究科と滋賀医科大学大学院医学系研究科、救策学部と京都府立大学公共政策学部。
その他、理工学部、生命医科学部、スポーツ健康科学部、司法研究科、ビジネス研究科、日本語・日

本文化教育センターでも実施

入学生学費

第2号基本金組入

エネルギー変換研究センター、インフラストラクチャー研究センターで実施

募金事業の実施

ーー^ι冒司甲■

アカデミック・アドバイザー、休暇中の特別授業実施、判例・法令等テータベース契約の継続、裁判
員制度に対応した法廷教室の改造

「部長会」の正規機関化および「綿合企画会
叢」の設置

シンポジウム、講演会等の周年亭業

「グローバル・スタディーズ研究科」の設
置構想

心理学部、心理学研究科、総合政策科学研究科(一貫制博士課程按術・革新餉経営専攻)

理工学部数理システム学科、生命医科学部、スポーツ憾康科学部、心理学部で新たに実施

「スポーツ健康科学研究科」の設置構想

災害救助法適用地域被災者に該当する受験生、在学生に対レて減免を実笈

「同志牡国際学院(釖等部、国際部Uの酘
置構想

「藥物乱用防止講演会」の開催 a1月19日、 20日)、啓発文書の配布、啓発ビデオの上映、啓発リーフ
レットの配布など

「シェフィールド大学伺志牡センター」設
置に係る協定締結

施設設傭を改修、食堂業者を変亜し、内容と剥便性を向上

「同志社べンチや-1号投資享業有限責任
組合」設立

2008年度入学生の学費は、 2007年度入学生学費と同額に据置き

新島襄生誕165年記念、新鳥本の刊行

教学施設整備資金14億円、情報基盤整備資金1億円

「世界学生環境サミットi"京都」開催

教育砺究施設等整傭資金募金、奨学金資金募金、伺志社口ーム記念館プロジェクトサポート募金など
を実詫

執行機能の体系化と強化のため、部暴会規程を制定し主任機能の充実を図るとともに、企画・立案お
よび点検機能の確立のため、総合企画会脳を設置

「ホームカミングデー」聞催

設置準傭委員会を設置レ構想策定住m0年度開設予定)

「東京請座」開催

捻010年度開設予定)

「東京フ吐ーラム~同志牡の更なる発展に
向けて~」聞催

設置準傭委員会を設置し基本計画を策定住仇1年度開設予定)。ホ津川市と協定締結

「キャンパスフェスタ in札幌」開催

2009年9月からシェフィールド大学同志社センターを今出川校地に設置し、毎守納20名の留学生を受
け入れ

卒業生ネットワーク(DO0ネット)の構築

本学の研究シーズ発掘と起業化を支援し産学蓮携の成果を産み出すこと、本学に閧連オるべンチャー
企業の育成支援を目的に、日本べンチャーキ市ビタル株式会社と設立

ホームベージ英語サイトリニューアル

同志社大学施設設備整備事業の内容

「マンガて読む新島襄~自由への誠立ち~」、「新島襄検定100聞~同志社大学の軌跡~」の2冊を刊行

事業

日本、米国、 EU、アジアなど世界の学生が集い、地球温暖化防止に向けた取り組み等につぃて話し合
い、採択した意見書を洞爺湖サミットで果日の各国首脳に届けた。(学生、企業閲係者、一般市民約
1,000名が譽加、開催期閻;2008年6月20日~22ヨ)

近隣施設の取得

「アー干スト館」改修

「精神(こころ)に帰る一日」として卒業生を遅え、旧師や旧友との再会、現役学生の活勵を通し、母校
との紳を深める他如8年"月9日開催)

「同志杜講座 inTokyo ~新島襄と門下生その軌跡~」(2008年"月~20四年3月の毎月1回開催)、
「同志社大学京都講座inTokyo ~京の物見遊山と、おもてなし~」(20帖年12月6日開催)

今出川校地整備亭業

「知真館2・3号館」改修

辛業生、在学生保護者へ、大学の取り組みや将来楕想を紹介し、経営戦略懇叢会委員を交えての意見
交換や交流(2008年12月13日開催)

助災システム更新

内客補足

綾左、在学盤の父母、地域の受験生・父母・高等学校教員を対象に、本学の取り組み、講演会、慈誠
^ 入試観朋会を実施(2009年3月1日開催)^、

教室、学生福利厚生施設、留学生宿舎および外国人研究者
向け宿泊械毅として活用

17

大学と卒業生とのつ之がりを喧めるため、卒業生情報の管理を行い、情報発信、卒業生間交流を行う

国際交流施酘として全面改修。

1階にレセプションルームおよび展示室、 2階に客室4室、

3階に研究岩向宿泊施設9室を整備(今出川)

国際戰酷の面から、ホームページを活性化し、世界に情輯発信を行う

今出川校地移転に関する整備構想繁定と設計

屋根、外壁の経年劣化による雨漏りを防止(京田辺)

今出川校地{光塩趣、啓明館、アーモスト館本館・ゲストハ
ウス)における年次計画

京田辺校地{理工学部、教室など

事業期闘

2008年度

20卵年度

事業費

2008年度

25億2,625万円

2008年度

2006~2011年塵

3億8,6叫万円

2007~2008年度

8,990万円

1億3円B4万円

総額1億5ρ引万円のうち
1,714万円

財源

学生生徒等謝寸金、寄付金、

第2号基本金

総額2億4,943万円のうち
1億2,8舶万円

学生生徒等判寸金、寄付金、

補助金

学生生徒等納付金、寄付金

学生生徒等納付金、寄付金

学生生徒等納付金、寄付金

学生生徒等謝寸金、寄付金

学校法人向志社巾業椛告冉2008
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同志社女子大学

建学の精神、教育理念を具現化する取り組み
新学部開設、大学院改革などが進む
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ある女性」の育成を実現するため、

]年間の全員留学をカリキュラム

に組む込む試みです。

免許・資格課程として、 08年度

から現代社会学部現代こども学科

にr幼稚園教諭一種免許課程」、文

学研究科情報文化専攻に「高等学

校教諭('情幸勵専修免許課程」、生

活科学研究科生活デ"イン専攻に

「中学校・高等学校教諭(家庭科)

専修免許課程」を設置しました。

小学校教員採用試験では、現代

こども学科第2期生のうち認名が

仭年度の小学校教員採用試験を受

.験し、うち36名(実人数)が二次試

験に合洛しました。第詑回管理栄

養士国家試験では、食物栄養科学

科管理栄養士専攻腿年3月卒業生

80名のうち78名が受験し、 75名が

合格しています。また、薬学部医

療薬学科(4年制課程)が完成年度

を迎え、第1期生128名が第94回薬

剤師国家試験を受'験、うちⅡ9名

が合格しました。合格率は、 93.0

%と全国平均74.4%を大きく上回

り、新卒・既卒者を含めた総合順

位では、近畿地方で第]位、金国

第4位という好成績でした。

^

■URL

教職員数

1

^

教学面

進む学部、大学院改革

2009年4月、学芸学部英語英文

学科t日本語E本文学科を京田辺

から今出川キャンパスに移転し、

「表象文化学部」を開設しました。

表象とは、人が自己や他者や世界

を、様々なメディアを使ってイ

メージする行為、また、その行為

を通じて生み出されたもののこと

です。言語による表象に加え、絵

画や映画、演劇なども研究・教育

の対象として、その作品が生まれ

た時代の「こころのかたち」を読

み取ることを重要視しています。

08年4月に大学院文学研究科情

報文化専攻(修士課程)、生活科学

研究科生活デ仟イン専攻(修士課

程)を開設しました。情報文化専

攻では、現代のメディア社会の創

造的発展に寄与する人材を養成L

ます。生活デリイン専攻では、

衣・食・住を核に生活全般をデリ

インする、くらしのスペシャリス

トを育成します。また、国際社会

"「.、゛
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システム研究科国際社会システム

専攻に「現代社会とこども」分野

を設置しました。これで本学大学

院は師汗究利6専攻となり、多彩な

分野にわたり高度な専門領域を佃

究する体制が整いました。

学芸学部国際教養学科の取り組

みである「一年問の留学を基軸に

した高度総合英語教育」が、 08

(平成20)年度文部科学名「質の高

い大学教育推進プログラム(教育

GP)」に選定されました。この取

り組みは、国際教養学科の教育目

標である「国際感覚を持った教養

18

入学定員、入学者数、

学部・研究科名

連携活動

学外との連携が活発化

高大連携事業推進の一環として、

06年度より高等学校との教育連携

協定を締結しています。08年度は

奈良市立一条高校外国語科、和歌

山信愛女子短期大学附属高校、京

都学園高校国際コース、大阪市立

ー、註B

ム言十

靭究科

学!書1学:言3

現代社会学部

薬学部

生活科学部

収容定員、在学生数(2008年5月1日現在)

入学定員入学者数収容定員

ム計

゛公畳十

教員数、職員数(2008年5月1日現在)
教員数

又学研究科
国際社会システム靭究科

生活科学研究科

専任教員
180

605

400

120

215

嘱託講師

1,340

457

69a

469

"3

252

親計教員合嵜

1,394

54

637

1,527

2380

1,620

480

860

職員数
専任職員

在学生数

1,552

5,340

70

2,797

1,932

574

1.004

763

右期職員

106

5.446

6,307

56

職員合計
126

6.372
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工芸高校映像デザイン科と新たに

教育迎携協定を締結しました。火

学述携では、 07年度に締結した奈

良県立医科大学と学術交流に関す

る包括恊定に基づき、シンポジウ

ムや本学学生による院内コンサー

トなどを実施しました。加えて、

大阪府守口市教育委員会と連携協

力に関する恊定を締結しました。

研究活動

拡大する研究活動の体制

学内の研究活動を支援するとと

もに、これまで培ってきた知的財

産を社会に還元することを目指

し、学術研究推進センターを山年

4打に設立しました。同センター

は08年4刃にFDを推進する教育開

発推進センターと統合され、教

育・研究推進センターとなりまし

た。産業・経済、行政、学術にお

ける相互恊力の和を形成すること

を日的とした「同志社女子大学リ

サーチインターチェンジシステ

ム」を発展させることを目指して

います。学外機関との研究連挑に

ついては、帖年度は受託研究(共

同研究含む)12件、奨学寄付金Ⅱ

件、科学研究費補助金採択件数器

件となり、着実に増加しています。

した。 1U純正館を取り壊し、新た

に教室徠(地上5階、地下ψ■と

その北側に、体育施設を兼ね備え

た多目的棟(地上11浩、地下2階)

の2棟からなる新純正館を08年9月

に竣工しました。今出川通沿いの

教室棟には教室、演習室、情難処

理室のほか、屋上庭園、アカデミ

同志社女子大学2008年度の事業実績

区分

教学組纖

変亜・定

員改正

ツクラウンジ、パソコンカフ工を

設値し、地下通路でつながる多月

的棟には半地下のアリーナ兼ホー

ル(デントンホール)、トレーニン

グルーム、屋上テニスコートを設

置。デントンホールには可動式観

覧席が収納されており、最大600

名のイベントを開催できます。

事業

數職員

採用

「文学研究科情報文化専攻」開設

「生活科学研空科生活デザイン専攻」開設

^^区.^■^.「^「一弔.

.Σ一゛,÷i '",!、、"、'」..、、

^ヨ^■^ー=■^

専任教員(学芸学部1名、現代社会学部2名、
生活科学部2名)、任期付教員(現代牡会学部
1名)、特別契約教員(学芸学部2名、現代杜

会学部1名)、特別任用教授(学芸学部1名、

現代社会学部1名、教務部教職課程センター

2名)、特別任用助教(藁学部10名)、特別任
用助手(薬学部2名)、専任職員2名、常動嘱
託職員2名

教育・

研究

協定大学ビクトリア大学短期留学生受け入れ

入試状況

昨年同等の水準を確保

仭年度入試において、学芸学部

英語英文学科および日本語日木文

学科の募莱を停止し、新たに表象

文化学部英語英文学科(入学定員

160名)と日本語日本文学科(入学

定員130名)の募集を開始しました。

一般入試志願者数(センター利用

入試を含む)は1万1,384■、その

他の入試による志願名は3,747名、

合創・で1万5,131名でした。

学芸学部国際教養学科牛留学

内容補足

「質の高い大学教育推進プログラム」(教育
GP)

修士課程入学定員5名(京田辺)

修士課程入学定員5名(今出川)

国際社会システム研究科国際社会システム

専攻に「現代社会とこども」分野を般置

教論免許課程の新酘

「數育・研究推進センター」設置

入試制度

アジア太平洋学科日本語専攻等の女子学生を
5月~7月妥け入れ

学生生徒
支援

「純正館」竣工

1年間の留学を義務付けた国際教養学科

(2007年4月開設)1期住が秋学期から留学

財政

表象文化学部の初年度入学試験を実施

「1年間の留学を基軸にした高度靴合英語教
育」〔学芸学部国際教美学科による取り組み)
が採択

スプリングキャンプの実加

その他

第2号基本金組入

2008年度入学生から

大学基準協会相五評価認定{認証評価}

現代杜会学部現代こども学科に幼稚園教諭一
種免許課程、文学研究科情輯文化専攻に高等
学校教諭し清報)専修免許課程、生活科学研
究科生活デザイン専攻に中学校・高等学校教

諭(家庭)専修免許課程を設置

「sEIT0 フォトコン」の実施

施設・設備

新校舎竣工

表象文化学部開設に伴い、今出

川キャンパスの整備事業を行いま

高大数育鐘携協定校との各種事業展開

学術研究推進センターと教育開発推進セン

ターを発展的統合しFD事業推進や教育研究
活動のさらなる発展を図る

奈良県立医大との包括協定に基づく各種事

業の展開

「同志社女子大学今出川講座」開催

教室、,情報処理室、演習室、体育施酘等を配

置(今出川〕

ANA包括協定に関する連携事業展開

沖縄県渡嘉敷島などで実施、学牛29名が譽加

袈象文化学部開設記念シンポジウム

キャンパス施設酘備蔦傭充実資金(教育研究
施設設備充実資金から5億円振菩)

施設設備整備事業の内容

朝日・大学パートナーズシンポジウム

事業

2008年4月1日付認定

「ホームカミングデー2008」開催

キャンパス整傭事業

高校生巻対象とした写真コンテストの実施

新たに奈良市立一条高外国語科、京都学園高
国際コース、和敲山信愛女子短期大学付属高、
大阪市立工芸高映像デザイン科との協定締結

インワラ整備

第2回シンポジウム、院内コンサートなど'実

施

ネットワーク環境整備

計4回実施

内容補足

情報処理教室豐備

エアライン・ホテル体験とホスピタリティス
キルセミナーを実詫(3ヨ間)し、 30人の学生
が参加

主に今出川キャンパスへの移転
他009年度)に伴う享業。純正館
の建設、既存建物の改修など

空調殺備整備

言語や文学が表す「こころのかたち」~何を読
み解き、どう伝えるか~(2008年10月18日閑催)

今出川キ七ンパス停電時給電対応

装置設置

朝日新聞社の選定を受け、岡牡との共催で
「アニメ文化とともに育つこどもたち」

ネットワークシステム、 web

S巳Ⅳerシステムリプレイス

約帥0人の卒業生が書加

今出川キャンパス情報処理數室蔓
傭およびりプレイス

みぎわ寮食堂,生活室、恵真館更衣

室空藹設備

事業期問

2006年2月~
2009キ3月

即卵年4月

事業賢

16億4.791万円

(総額35億円)

2008年8月

20始年8月

3,4晒万円

2008年4月

財源

2,692万円

学生生徒等

謝寸金

1,565万円

学生生徒等

謝寸金

748万円

学生生徒等

謝寸金

学校i厶人同ι注1 小業帷{,イ.物0促 19

学生生徒等
納付金

学生生徒等

剣寸金



1 0那N血.冊゛soho01 1

同志社高等学校

.゛

、

i -ーーー'ー

催歎,'^'1聾1

ーーノーーーー下

^ 匪創立

匿所在地

^^

i

1

新しい教室棟で授業を開始

高校の教室棟ど中学,高校の共

用管理棟の建設工事(第1期工事)

が完成し、 2008年Ⅱ月に新しい教

室棟で授業を開始しました。 3階

建ての新教室棟「桑志館」は学年

ごとにフロアが分かれ、 1階が3年

生、 2階が1年生、 3階が2年生にな

つています。本校はホームルーム

教室を主体に生徒の自治活動を重

んじる教育を実践しており、教室

棟もそれに見合0た造りにしてい

ます。教育に関する新たな取り組

みとしてプロジェクターワゴンを

導入し、「教室の高機能化」を進め

ています。生徒には、1T(清級技術)

を卵使する能力を持ちつつf書籍

などのメディアを積極的に活用して

ほしいと思い、メディアセンタ

映略嘘削を中心に据えた校舎配置

にしています。

一

■URL

1948年

〒606-8558 京都市左京区岩倉大鷺町89

TEL :075-781-7121
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同志社高等学校
むら量 よしみ

木村良己校長

職員合計

新校舎が完成し、「じっくり進路を選ぶ

時間」「自然豊かな空間」「人生の仲間」と

いう"問(ま)"を備え、生徒自身が育つ環

境がさらに充実しました。与えられた生

命(いのち)を精一杯輝かせ、「知的創造

空問IWAKURA」での充実した3年問を送

つて欲しいと思、います。この理想の学び

舎で、発達段階に応じた教育を実践し、

「優れた学問性」「豊かな人間性」「違いを

認め合える共生力」を培っていきます。

いとの思いから、 08年度もパワー

アップセミナーの特別企画(大学

準備講座)を実施し、参加者は延

べ千人に上りました。京都地方裁

判所での刑事裁判の傍聴、社会の

各分野で活躍される卒業生の方々

による講演会、座禅体験などは大

学に入ってから、あるいは社会人

として生きていくうえでかけがえ

1,212

教職員数

同志社高等学絞20船拝度の事業実績

卒業後も視野に入れた教育

ウェスリーカレッジとの短期交

換留学は17回目を迎え、 08年度も

9名を派遣し、同校の生徒9名を受

け入れました。 08年度は11名が長

期留学し、コスタリカ、米国、ド

イツ、イタリアなど、異文化社会

での生活と語学研修を打い、見聞

を広めて帰国しました。

大学進学を控えた3年生には、入

学直前の時期を有効に使0てほし

のない出会いとなるはずです。

仭年度の入試実績は、志願者数

404名、受.験者数400名で、合格者

数は2認名(学内進学者数290名)

でした。 09年度から学則定員を変

更し、妬人学級X9クラスの1学年

4備名体制から、 45人学級X8クラ

スの]学年360名体制に段階的に移

行していきます。

区分

教職員操用

教育・研究

事業

専任教員1名

土曜日特別補講

総計

短期交換留学の実施

入献制度

学生生徒支援

パワーアップセミナーの実詫

モバイルプロジエクターワ

ゴンの設置

財政

入試募集人員の変更

奨学金の実施

内客補足

前年度退職者の補充(英語科)

その他

屋外用べンチの設置

2年生対象個語・数学・英語)、3年生対象(英語・イ畔・榔里)

施設設備整備事業の内容

オーストラリア・ウτスリーカレッジへ1年全9名派遣お
よび9名受け入れ

中高紐合事業会計へ繰入

事業

中高紐合事業募金の実施

3年生対叡「特別企画」(将来展望・進路開拓)

20

中高統合移転事業第1
期建酘工事

中高薪合事業

視聴覚設備(プロジニクター、口VD・VHS機器、スビーカー)

を利用した授業の充実、HR教室を使った課外活動の支援

2009年度学貝リ収容定員変更に伴い、 90名から80名に変更

四方秀和奨学金(給付3名)、同志社校友会奨学金(給付1
名)、同志牡高等学校学資貸与金(貸与4名)

体育館敢修工亭

生徒間交流の一助としτ中塵・校舎周辺にべンチを配置。休

み時間や放課後のコミュニケーションスペースとして活用

知創詑周辺整備工事

内容捕足

1億B,000万円繰り入れ(20四年度までの繰入計画)

高校校舎棟および共用管理
棟建設工事

入学定員、入学者数、般容定員、生徒数(2008年5月1日現在)
入学定員 入学者数

募金目標10億円、募金期間2006年4月~2011年3月

アプローチ(通学路)および

体膏施設等整備工事

第1期建築委員会を設置し中学校舎棟等建設を審議。第1

期工事(校舎棟・管理棟ほか)完成・使用開始住008年,1月)

高等学校 405

教員数、職員数(2008年5月1日現在)

教員数

屋根防水改修工事

舛壁助水塗装工事

植栽チップ敷き等環境整備

工事、通路舗装整備工事

事築期閻

専任教員

2007年12月~
2008年10月

2007年8月~

2008年10月

49

嘱託請師

20船年2月~3月

事業費

2009年1月~3月

17億円

20四年2月~3月

9731

4億2,000万
円

教員合割

財源

1,730万円

艶2号基本金、法人

内資金、寄付金

1,270万円

80

策2号基本金、法人

内資金、寄村金

4了1万円

職員数

400

専仔職員

学生生徒等謝寸金

学生生徒等細寸金

学生生徒等糾寸金

収容定員

有期職員

オ215

10

在籍者数

ゆ
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同志社香里中学校・高等学校
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学校6日制の実施を決定

2011年の学校創立60周年に向

け、 08年皮は「将来桃想委員会」

を設躍し、 2010年度から週訟"問

授業(土曜[B時開授業)の学佼6

日制を実施することに決定しまし

た。呪在は、 6日制に向けて、新

カリキュラムの策定を進めていま

す。新たな教学体制により、学力

保証を図りつつ自主・1ヨ立の精杣

を重んじる同志社教育を一層推進

します。

施設面に関しては、ホームルー

ム教室を中心に大規模な校舎建て

替えを尖施することに決め、Ⅱ午

度の完工を日指して建設準備に入

りました。

安全対策の一環として、緊急連

絡体制の整備や山力ードの導入な

どにより、校内セキュリティーの

強化を図りました。

■URL

1951年

〒572-85部大阪府寝屋川市三井南町15-1

TEL :072-831-0285

httPゾ/WWW.kori.doshisha.ao.jp/

監1」1 1 ■
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^
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同志牡香里中学校・高等学校
にし゛事けいいキ

西山啓一校長

^.^『■■■.凡

創立者の新島襄は、しっかりした学力を

身に付けると同時に、知識をいかに正しく

使うかを重視しました。それを実現するに

は、ゆとりをもって教育にあたること力力必

要であるため、生徒が学ぶ場を中心にした

施設の充実と土曜日の有効活用に取り組み

ます。これから教員研修に一層力を入れて

「教育の中身」が評価される学校にし、同

志社を代表する学校、新島が理想とレた教

育を実現レたいと考えてぃます。

オーストラリアへ変更、海夕託吾学

研修先も見直し、一屑効米の上が

るプログラi'こします。

舶年度の入試実織は、中学校は

志願名数が420名で、合格名数は

264名。商校は志願者数が餌名、

合格黄数は62名でした。

進路指導では、同志社系列大学

へ285*,四6.0%)が進学Lたほか、

同志社香里中学校・高等学校2008年度の事業実績

クラブ活動がさらに活発化

キリスト教主義については、 08

年度はショート礼拝を学年ごとに

行うようにした結果、礼拝を守る

環境づくりに役立ちました。良心

教育については、中学人惚教育研

究校として中学2年生の北海道修

学旅行を実施し、異文化交流など

に取り組みました。

一方、国際主義教育では、高校

2年生の修学旅行先を来年度から

区分

京都大学、神jゴ大学、早稲田大学

などへの進学者がH立ち、多様な

進路が開けてきたと硴かな手}'え

を感じています。

共学化の完成でクラプ活動はま

すます活発化し、 08年度は中学の

運動ケラブ企体の活動が評価さ

れ、大阪府の私学で総合点1位に

なりました。

教職員採用

教育・研究

事業

専任教員4名

ボストン交流プログラムの実施

ヌエーバ交流プログラムの実施

学生生徒支援

カナダ・バンクーバー短期留学

交流プログラムの実施

財政

高校2年ハワイ修学放行

その他

国際交流イベント

奨学金の実流

第2号基本金組入

内客補足

施設酘備整備事業の内容

事業

通学路入口{バス停前}に掲示板

設置

退職者補充(数学1名、理科2名、音楽1名)

10日間、高杖皇2名、中学全12名巻加

耐震検査

オープンキャンパス、体験授業

5日間、中学生6名参加

ケリスマス・セレブレーション

22日問、高校生29名、中学生3名参加

学内情幸呈管理サーバー入れ替え

6日間、高校生275名参加

第2体育館アリーナおよび天

井の改良

異文化理解と交流。3月10日。高按1,2年生書加

校友会奨学金(船付1名)、同志社昏里奨学金【給付3
名)、 PTA奨学金(給付10名)

尚志館タイル部分改修工事

第1期施設甍傭資金3億8,000万円

入学定員、入学者数、収容定員、

入学定員

内容補足

学校の全体の広熱

明誠館、新明誠館、香真館、

第一体育館、有朋館、香左館

6月1日(日)。小学校6年佳約600名、父母等参加

中学校

サーバーの安定を推化

12月10日。本校生徒、 PTA、教職員と地城住民の交流

高等学校

合計

教員数、

敦員数

生徒の安全確保

タイル剥航防止工事等

555

職員数(2008年5月1日現在)

専任教員

事業期問

2008年4~6月

240

生徒数(2008年5月1日現在)

入学者数

65

315

2008年4月

嘱託講師

事業費

2008年6~7月

1,400万円

2008年7月

43

1,050万円

教員含計

財源

266

学生生徒等納

付金、寄付金

620万円

305

571

108

学生生徒等納
付金、寄付金

伯0万円

職員数

専任職員

収容定員

学生生徒等納

付金、寄付金

学生生徒等納

付金、寄付金

720

8

945

1,665

有期職員

在籍者数

職員合計

766

9,'1

学校1上人「司ι;11_,」i業";じι柁008 21

オ,67フ

教職員數

9

総計

117
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同志社女子中学校・高等学校
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WRコースの開設目的を達成

2008年度はワイルド・ローヴ

アー(WR)コースが完成年度を迎

え、 09年3目末に初めてこのコー

スの卒業生を送り出しました。具

体的な成果としては、同志牡女子

大学の薬学部をはじめ、京都薬科

大学、大阪薬科大学、神戸薬科大

学など薬学系への進学者が目立

ち、医・薬・理工分野を目指す生

徒のために立ち士.げたWRコース

の導入目的を達成できました。ま

た同コースの高校3年生に分害吋受

業を導入し、推薦・受験それぞれ

の入試スタイルに対応できるよう

にしました。

09年度からは、 WRコースだけ

に設けていた学カアップのための

プロジェクトチームをりべラル・

アーツ(IA)コースにも広げてい

き、全学的な学力向上を図ってい

きます。

1876年
〒602-0893 京都市上京区今出川通寺町西入

玄武岡602-1
TEL :075-251-4307

h廿P:ガ、NMIW.girls.doshisha.ac.jp/
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聖書に「喜ぶ人と共に喜び、泣く人と共

に泣きなさい」というパウロの言葉があり

ます。これは、「受けるよりは与える方が幸

いである」という言葉と共に、キリスト教

主義に基づく同志社教育の根幹をなすもの

です。6年間の一貫教育を通じて、しっかり

した知識を身に付けると圖時に、人の痛み

が分かる人問、人のために役立とうとする

人問になり、さらには国際的に活躍できる

人物に育ってほしいと願っています。

す。 08年度は上Aコースの定貝200

名のうち、約40名を自d推薦枠で

受け入れました。次年度以降も引

き続き自己推薦入試を実施してい

く予定です。

語学研修の機会を増やすため、

これまでの米国、英国に加え、新

たにオーストラリア・アデレード

のアネスリ カレッジでのホー

ムステイ語学研修を実施しました。

対象は中学2、 3年生です。参加し

教職員数

た生徒やその保護者に大変好評だ

つたため、次年度以降は高校が英

国、中学は米国、オーストラリア

の枠組みを継続していきます。

ハード面では、サーバーシステ

ムを入れ替えてセキニリティーの

強化を図りました。そのほかにも、

安全対策の一環として、 09年度に

体育館の耐震工亊・を行い、20Ⅱ年

度以降には禦明館の建て替えを計

画しています。

豁計

同志牡女子中学校・高等学校2008年度の事業実績

新たな語学研修がスタート

四年度の入試実績は、中学校の

志願者は自己推薦を除き、併願者

を含めてLAコース282名、 WR

コース]55名で、合格者数はLA

コース170名、 WRコース43名。高

等学校の志願者、合格岩はともに

24名でした。

08年度からは、中学校の入学試

,験で自己推薦入試を導入していま

区分

教職員採用

教育・研究

事業

専任教員3名

WR (ワイルド・ローウアー)
コース高枚3年生、カリキュ

ラムの実施

入試制度

英国語学研修実施

学生生徒支援

オ]ストラリア語学研修実施

米国・サンフランシスコの

ヌエーバ校との交流

財政

中学入試で自己推薦入試の
導入

内容補足

その他

退職老補充等(英語1名、理科1名、体育1名)

奨学金の実施

WRコースの完成年度で高3WRコースに分割授業の導入

など外部進路に対応

クラブ生徒活動支援強化

施設設備整備事業の内容

22

事業

第2号基本金組入

ケンブリッジ・ベルスクールへ高校生30名、15日間

グラウンド整備

黎明館関連改修工事の検討

アデレード・アネスリーカレッジへ中学生25名、11日間

IT閏連機器

中学を対急として受け入れ(6名、 8日間)、派遣(6名、 9
日間)

設備改修

入学定員、

2008年度からLA二ース定員200名のうち、約40名を自己
推黄粋で受け入れ

内容補足

同志社女子中学校・高等学校奨学金(給付6名)

東グラウントの全面整傭

中学校

サーバーシステムの入替

父母の会の協力で全国大会,近畿大会昇出場のための交

通費・宿泊費補助、ケラづ設備・物品の捕助金の充実

入学者数、収客定員、

入学定員

高等学校

静和館空胴設備改修

ム科 500

教員数、職員数(2008年5月1日現在)

教員撒

黎明館関連改修工事のため、教学雄酘整備責金2憶円

黎明館を中学ホームルーム舷一棟として使用。希望館を

管理棟に変壷

専任教員

事業期間

生徒数(2008年5月1日現在)

入学者数

240

2009年3月

66

260

2008年8月

卞6

嘱託講師

2008年10月

事業費

2,叫7万円

35

1,叫0万円

教員合計

224万円

247

財源

263

学生生徒等謝寸金

5,0

工 01

学生生徒等謝寸金

職員数

学生生徒焦謝寸金

専任職員

収客定員

720

捻

BI0

サ,530

有朝職員

在籍者数

2

職員合計

74

788

1,529
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同志社国際中学校・高等学校
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研修旅行がさらに充実

国際的な収り組みを進める一方

で、「良心教青」の貝イ本的な取り釦

みとして、生徒たちが自主的に企

他i・運,常する平利教育と人権教育

に成果が表れてきました。

平和教育に鬨しては、中学生は

平和を見つめ直すことができ、歴

史が感じられるうえに、キリスト

教とも縁が深い長1峅、高校生は独

自の文化を有し、平和学習を深め

られる沖縄への研修旅行を笑施し

てきました。

特に沖組への研修旅行は本校か

パイオニアともいえ、現地の力々

の親身な協力を得て、乎づくりの

研修旅行を続けています。

2008年度は、初めて現地の高校

生との交流会をもち、ケラスごと

に討論会を開くなど充実したプロ

グラムを組むことができました。

長崎では殉教者のゆかりの地を見

学し、教会で礼拝を行うなど、キ

リスト教の精神を学びました。

中学・高校とも、事前学習と事

後学習に力を入れ、各教科・が積極

的にかかわることで理解を深めた

のは大きな成果です。

09年も3学期に、コミュニケー

ションセンターを会場にして

「peace week」を実施しています。

ここでは、生徒が主体になって平

和問題を老えました。

■URL

1980年

〒610-0321 京都府京田辺市多々羅都谷60・1

TEL :0774-65-8911

h廿P:ノ/WWW.intnl.doshisha.ao.jp/
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教職員數

様々なテーマでの人権教育

本校では毎年10月末に「人権強

訓週問」を設け、多様な局面から

人権問題に取り組んでいます。08

年度は初めて「性差別」を取り上

げ、高校生に人様教育ポランティ

アを募0たところ、高学年を中心

に多数の応募がありました。こう

したボランテ¥ア生徒が巾心にな

つて男女差別に関するアンケート

調査を実施し、それをもとに寸劇

(スキット)やパネルディスカッシ

「国際」を校名に掲げ、開校以来、毎年

多数の帰国生徒を受け入れている本校の役

割は、同志社教育を実践することにより、

真の「国際人」を育成することです。その

ために、きめ細やかな国際体験プログラム

を用意し、豊かな人間性とコミュニケーシ

ヨン能力の向上に努めています。また語学

教育や国際研修・交流プログラムを充実さ

せ、生徒や保護者、社会の要請に応え続け

る学校づくりを進めています。

ヨンを行うなど、非伴、に有意鞍な

催しになりました。次年度以降も

継続していく予定です。

09午度の入試実歉は、,や学校は

志願者数が184名(海外掃国生101

名、国内一般生部名)で、合格耆

数は]04名(海外保国生悦を,、国内

一般生40宅,)。高校は志願名陰女が

3娼名(海外焔国生2賜名、国内一

般生55名)で、合格者数は201窄,

{海外所}国生150名、国内一般生5]

名)でした。

同志社国際中学校・高等学校2008年度の事業実績
区分

教職員採用

教育・研沈

事業

専任教員3名

校内英語試験の実施

カリキ旦ラムの検討

国際交流プログラムの実施

(海外短期研修)

内容補足

退職者補充または増員(理科1名、体青1名、英語1名)

国際交流プロヴラムの実施

(留学生畳け入れ)

学生生徒支撮

財政

入学定員、

ザ・ヌエーバ・スクール交換プログラム(中学生3名)、
ヌエーバ・サマーキャンプ【中学生6名)、フィリップ

ス・アカデミー・アンドーバー・サマーセッション(高
校生8名)、エコル・アクティブ・ビラング・ジャニン
ヌ・マニュ丁ル交換プログラム(中学生1名、高校生"名)、
サマープログラム・イン・アーモスト・カレッジ(高校
生"名)、ザ・ローレンスビル・スクール交換プログラム
(高校生6名)、中国青島第二中学〔中学生1名、高校生6名)

平和教育

奨学金の実施

中学校

第2号基本金組入計画

高等学校

入学者数、収客定員、

入学定員

ム圭十 060

教員数、職員数(2008年5月1日現在)

教員数

ザ・ヌエーパ・スクール交換プログラム(7名)、エコ

ル・アクティブ・ビラング・ジャンヌ・マニアル交換プ
ログラム臼2名)、サ・ローレンスビル・スクール交換プ
ログラム(6名)、中国青島第二中学価2名)

中学生長崎研修旅行、高校生沖縄研修旅行

烹任教員

ピースウイーケ

校友会奨学金【給付1名)、新島奨学金(給付1名)、海舛

岳期留学奨学金(給付7名)

生徒数(2008年5月1日現在)

入学者数

90

50

270

教学施設整慌資金1億円

総計嘱託講節

73

教員合計

88

265

3驗

123

職員数

専任職員

収客定員

300

8

810

d,Π0

有期職員

在籍者数

4

職員合計

306

引3
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同志社中学校
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豊かな「教育・実践研究」を展開

徹底した教材研究と授業展開は

同志社中学校の伝統であり、各敦

科の教員が長年の蓄積の上に日々

工夫を重ねています。 2008年度は

研究授業が公開されるとともに、

18本の実践研究を冊子にまとめて

発表しています。

その代表作のーつに、英語の対

面授業と家庭学習を連携させた「e

ラーニング」があります。これは、

担当教員が「いつでも、どこでも、

自分の学ぴたいことを、何度でも」

をコンセプトに開設した英語学習

サイト(e・manabD であり、生徒

はパソコンを介して自宅から白由

にアクセスできます。新たな試み

として3年次を対象に導入したと

ころ積極的に活用され、充実した

家庭学習の成果が顕著に表れてい

ます。

同志社中学校では、本物に触れ

ることを重視した授業を展開して

います。理科では、 1年次の「蛙の

解剖実習」の発展学習として、 ^

ホン〒ルの実物骨格を組み立てる

「骨の教室」や「豚の解剖実習」を

実施しました。生徒の知的好奇心

や探究心を育てるとともに、中学

生の段階から実証的な学問研究の

基礎を築いています。

08年度からは全学年が1クラス

36名の少人数制となり、より行き

1875年
〒602-8580 京都市上京区鳥丸通今出川上ル

東入岡松町294
TEL :075-251-4353

http://WWW.jhs.doshisha,ac.jp/■URL

ノ'ー',

牙

職員合計

同志社中学校

3
や吐か?"わ

川瀬勝也校長

Ξ、

878

3つの「S」を教育のキーワードとして大

切にしています。 1つは The spirit of

Doshishaで、新島精神・同志社精神によっ

て人格の基礎を形成します。 2つ自は丁he

S捻ndardof Doshishaで、高いレベルの基準

を目指すことにより、将来を切り開く真の

学力を身につけます。 3つ目はThe sense

Of Doshishaで、研究されたカリキュラムや

学校行事により、感性や判断力を育て、

人ひとりの無限の可能性を見つめます。

届いた教育を実践する環境が整い

ました。また、積み上げ学習が重

要となる教科学力定着のため、 3

年次の数学の授業を週1時間増や

しています。

オ3

教職員数

学校と家庭をつなぐ「学校通信」

本校が発行する「学校通信」で

は、各校務部や担任会からの連絡

事項はもとより、行事における生

徒の感想文や読書感想文、生徒会

活動の郭告なども詳しく掲載して

います。学校の様子がよく分かる

と保護者からも好評です。腿年か

らは、これを本校のホームページ

(保護者専用サイト)にも掲載して

います。

即10年夏の岩倉校地への移転準

備が本格化しており、 08年秋に第

Ⅱ期工事の起工式が行われまし

た。入試実績は、志願者数535名、

受験者数499名で、合格岩数は3]5

名。欠席考数は過去最低の36名で

した。

同志社中学校2008年度の事業実績

区分

教学組繊変更・

定員改正

教職員採用

84

事業

敦育・研究

学則定員変更伯年目)

学生生徒支援

専任教員2名

財政

研突誌発行

国際交流プログラム

奨学金の実施

その他

中高織合事業会計へ繰入

施設設備整備事業の内容

内容捕足

24

2006年度から入学定員を288名に変壷 a学年8ウラス36名編

成)

事業

中高統合事業募金の実施

カリキュラム改正に伴う増(撒学退職者補充(社会1名)、

中高統合享業

岩倉校地移転・中高統合事 第n期工事(中学校棟ほか)実施設計、
工事完成(高等学校棟・管理棟ほか)業

P0機器蔓新

彰栄32号および別冊

ヌエーバスウール畳け入れ(7名】、派遣(6名)

由良学舎敢修

内容補足

桑の実奨学金(貸与)5名、新島会奨学金(給付)4名、校左
会奨学金(給付)3名、司鐘奨学金(給付)1名

敷室空謂設備

中学校の岩倉杖地移転と
中高統合にかかわる事業

入学定員、入学者数、収容定員、生徒数(2008年5月1日現在)

入学定員 入学老数

教学施設黙備資金{中高織合事業による校舎建設など"億
4900万円繰り入れ(20四年度までの繰入計画)

図書館生徒用PC、教職員

用PC更新

募金目標10億円、募金期間 2006年4月~20"年3月

中学校 288

教員数、職員数他008年5月1日現在)

教員数

学生キャビン増築改修

整備改修

事業期間

専任教員

2006年~
2m0年3月

2009年3月

40

事業費

2008年6月

総亭業費70億円(法人
の享業実擴参照)

嘱託講師

臺期休暇他

600万円

,.・・・建',、叉t,1
ー.^■■.゛

31

別30着工。第1期

2胎万円

教員合計

100万円

財源

71

職員数

293

専任職員

学生生徒等納付金

学生生徒等糾寸金

収客定員

学生生徒等謝寸金

右期職員

864

在籍者数

少
人
数
制
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業
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「図工展」と「味覚教育」を開催

開校3年目とな0 た20船午皮、

同志社小学校では、 1年生90名給

ケラス)を受け入れ、 5学年390名

の学校になりました。

新たな取り組みとして、 09年2

月に、同志社大学の寒儒館を会場

にして全校児逝の絵や工作作品を

展示する「図〕1展」を開催しまし

た。会場には、版画やステンドグ

ラス、フレスコ画、動くおもちゃ、

飛び出す絵本など力作がそろい、

子どもたちの達成感や保護者の反

粋も火きいことから、次年度以降

も可能な限り継続していきたいと

考えています。

躯年11月には、 rMOMAJJ(フ

ランス農事功労章受賞者協会)か

ら需師を迎えて「味覚教育」を実

施しました。食に関する知識を習

得し、正Lい味覚を身に付けても

らうために企画したもので、子ど

もたちが食材に関心を持ち、感謝

の気持ちをもって食事をするため

のマナーを学びました。

ますます充実する「道草教育」

子どもたちの根0この学力を鍛

える「道草教育」は、スタートし

てから3年目を迎え、より一層充

実しました。学年ごとに決めた

テーマに集中的に取り組む「チャ

レンジウイーク」では、 1年生がけ

2006年
〒606、0001

京都市左京区岩倉大鷺町的.1
TEL :075-706-フ786

http:ノ/WWW.doshisha-ele.ed,jp/■URL
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同志社小学校
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鈴木直人校長
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3

学校というのはまず「楽しいところ」で

なければなりません。子どもたちが自ら勉

強したくなる。あるいは興味のあるものを

見つけ、自分で調べる力を身に付ける。そ

んな「内発的な動機づけ」を高める教育を

重視しています。そのために実践している

のが道草教育です。これによっで自治・自

立ができる人間を育て、突発的な事態にも

とっさの判断力で道を切り開いていける人

物に成長することを期待しています。

ん玉、 2年生が30人31脚、 3年生が

群読劇、 4年生が民郷を発表して

います。

最高学年の5年生は、大学プロ

ジェクト科目とのコラボレーショ

ンによるエコ演劇を披鴛しまし

た。みんなで話し合い、力を合わ

せてーから劇を作り上げ、演じた

ことは5年生にとって貰玉な体.験

総計

.弔

同志社小学校2008年度の事業実績

区分

となりました。また、大学生との

触れ合いも大きな教育効果につな

がったと'思います。

学習指導の面では、教育活動や

生活指導の補助にあたる「教育サ

ポーター」を各学年に 1名ずつ、

理科と図工の授業に実習助于・を配

置し、従来以上にきめ細かい教育

が実施できる体制が繁いました。

教学組織変
吏・定員改正

教職員採用

敦育・研究

1事業
新1年生入学

専任教員2名

教育サポーター、

実習助手の配置

宿泊体験学習

内客補足

開杖3年目の新入竺として1年生90名怡ウラス)を受け入れ、 5学
年390名臼3クラス)

図工展の開催

専任教員数24名

味覚教育

児童の教育サポートのため、各学年,名の教育サポーター(教育活

動補助、生活指導補助)、図工や理科の授業に実習助手を配置

学生生徒生援

チャレンジウイーク

1年佳:学校合宿臼泊2日)、 2年生:花背山の家臼泊2日】、
生:ハチ高原(2泊3日)、 4年生:ハチ高原スキー(3泊4日)、
生:北海道愽泊5印で実柚

施設設備整備事業の内容

同志社幼稚園との

交流会

大学今出川校地寒梅館を会場とし、全校児童の絵画や工作作品を

展示する図工展を開催

事業

講師控室

整備

交通指導員の配置

MOMAJ(フランス農事功労章墨章者協会)主催の味覚教育カリキ

ユラムを5年生対象に実施

奨学金の実施

情報環境
整備

学年ごとに決めたテーマに集中して取り組む1遇闡。1年生:けん玉、
2年生:30人31脚、 3年生:群読劇、 4年生:民舞、 5年生:エコ演
劇(大学プロジェクト科目とのコラボレートによる)、英語:英語劇

内客補足

嘱託講師の増員、教育サポーターの導入に伴い改發

音楽楽器

整備

4年生が同志牡幼稚園へ出かけ、グループ遊びをして異年齡の幼
児と交流.年長児を小学校へ迎え、ゲームや給食で1年生と交流

学年増にともない3教室に映像音声設備整備(ビデ
オプロジェクター、 DVDビデオデッキなど)

入学定員、入学者数、収容定員、児童数(2008年5月1日現在)

入学定員 入学者数

登下校の安全確保のため、学校圃辺の交差点や駅付近に配置

本格的之高額楽器を追加整備し教科授業、クラブ活

動で活用

同志牡小学校奨学金制度の創設、実施(給付7名)

小学校 90

教員数、職員数(2008年5月1日現在)

教員数

専任教員

3年

5年

24

嘱託請師

事業期聞

20叫年度

^

12

2008年度

事業費

教員合計

2鮎万円

2008年度

262万円

財源

06

職員数

学生生徒等

糾寸金、寄付金

90

108万円

声任職員

学生生徒等
訓寸金、寄付金

390 390

半収容定員、在籍妻数は1~5年生の合計数

収容定員

学生生徒等
謝寸金、寄付金

有朔職員

2

在籍者数

職員合計

学校怯人 1・1志社小業"断,1卜2008 25
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人と触れ合える環境づくり

人格形成のための幼児教育では、

感じ・老える力、気制'く力、聞く

カ、自分の思いを伝える力を育て

なけれぱなりません。そのーつと

して、園児が色々なことを体験で

きる環境づくりも大切です。Ⅱ0周

年を記念に制作した園庭ログハウ

ス「ひゃくじゅ0ちゃん(Ⅱのの家」

には、本棚と椅・子・テーブルを設

置しました。園庭ログハウスで園

児たちは絵本を見たり自由な発想

で遊びを展開しています。

人と触れ合える人的環境も重視

し、 2008年度は障がいを持つ方への

理解を深め、手をつなぎ、共に歩

むことを目的に、同志社大学寒梅

館で開催されたクリスマスチャリ

ティーコンサートに参加しました。

週に1、 2回の割合で合同保育も

取り入れました。一室に全園児が

集い、年少児が年長児を見て倣い、

互いに気付きゃ感じる心を育んで

います。午後から希望者を対象に、

預かり保育(わくわく隊)を実施し

ています。保育時間内にはゆ0く

りと教員がかかわることができな

い内容などを補うとともに、運動

面や音楽的な技術の向士.も目指し

て保育活動にあたっています。預

かり保育では、参加児童25~30名

に対して、 5、 6名の教員がつき、

一人ひとり丁寧に指導Lています。

1897年

〒602・0836 京都市上京区今出川通寺町
西入常盤井殿町543-1

TEL :075-251-4391

h壮P:ノ/WWWI,doshisha.ac.jprkinder/■URL
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同志社幼稚園
Eう=L 二

堂腰きみ子園長

0

「キッズ英語」を年中園児にも開講

本園では「目に見えない教育」も

大切にしてぃます。 08年度は「目

に見えない教育とは?そしてその

重要性について」をテーマに研修

を行い、教員の資質向上を図りま

した。

教育理念のーつに国際主蓑を掲

げる同志社の幼稚園には、外国人

の見学者も少なくありません。幼

稚園でも英語に栽しみ、外倒の方

園児は色々な体験を通して、感情も育っ

ていきます。そのとき、その感情を人と共

に感じ、人と共に汗をかくことが必要で、

この「共感」「共汗」を通して、子どもたち

は人間とレて大きく成長レていくのではな

いでしょうか。子どもたちには、生きる力、

幼児期に身に付けるべき力を付けてほレ

い。必要に応じて助言を与えながら、子ど

もたちが楽しく、のびのびと成長できる教

育を実践してぃます。

総計

と自然にコミュニケーションがと

れるよう、英語クラプ「キッズ英

語」を実施しています。従来は年

長組園児の希望者を対象にしてい

ましたが、本年度から年中組園児

クラスにも開講しました。参加児

童は楽しみながら英語に知しんで

います。年長組は1年問の最後に

ケンブリッジ英検、ヤングラナー

ズ試験に挑戦し、全員に賞状が授

与されます。

同志社幼稚園2008年度の事業実績
区分

教職員採用

教育・研究

事業

専任教諭1名、嘱託教諭1名

園外活動の強化(病院訪問並

びにチャリティーコンサート

への参力ω

保育の充実(昔の伝承遊びを

指導)

属際主義敷育の充実(年中園
児から英語クラブを実施)

内容補足

財政

子育て支援の強化【未就園児

教室)

施設設備整備事業の内客

2007年度にバプテスト病院を訪間し、クリスマスページ
エントを行ったことが肝評で畠ったため、訪問先を病院
に限定せず障がいを持つ人々の実兼するチャリティーコ
ンサートに拳加するなど、園抓の人々と積極的に交流

26

隠庭ログハウス内図書窒の環

境整備

事業

南門扉設置

第3号基本金組入

地域のボランティアから昔の伝承遊びの指導を畳け、園

児が樣心な人と触れ合いながら昔の伝承遊びを学ぶ

保育室等フローリング
および園児用ロッカー

改修工事

従来は年長園児の希望者を対訣としていた英語クラプ「キ
ンズ英語」の年中園児ウラスを開講することで、より早い
時期から英語に触れる機会を提供

舞台放送設備の設置

園庭の整備

入園定員、

内容補足

子育て支提の一環として、未就園児を広く墨け入れ、在

園児との交流や地域の子育て支援のための場所を提供

女子大学純正館建設工事に伴い、
幼稚園園庭の南側に通用門を設置

"0周年記念に制作した園庭ログハウス内において、図害
の貸出等を行うことを目的に本棚を設置

保育室等の床の経年劣化に伴い、

フローリングの研磨塗装工事と園

児乕ロッカー改修

幼稚圃 30

教員数、職員数(2008年5月1日現在)

教員數

1教育基金1,000万円

入園者数、収容定員、園児数(2008年5月1日現在)

入園者数入園定員

老朽化した舞台放送設傭を一新

藤棚の設置

専任教員

事業期間

3

2008年9月

嘱託講部

2009年3月

事業費

7

268万円

4

2008年6月

教員合計

2009年3月

199万円

財源

女子大学からの
繰出金

舶万円

7

駿員数

36万円

真任職員

学生生徒等訓寸金、

補助金

30

寄付金

収客定員

0

寄付金

有期職員

100

0

在籍者数

職員合計

90

教職員数
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国際主義を具体化する

取り組み
ソフト、ハードともに改革が進行

真の「国際化」を結実させる

加速するグローバリゼーション

同志社火学の教育埋念のーつに

「国際主菱」があります。その災質

化のために、 2008年7打開催の総合

企画会議で承認を受けたアケショ

ンプラン「同志社らしい国際主鞍

の実質化に向けて」に沿った国際

迎携を進めています。アクション

プランの幾つかをご紹介します。

同志社大学には、米国を代表す

る16の名門リベラルアーツ・カレ

ツジで構成するAKP同志社留学生

センター、スタンフォード技術革

新センター、テュービンゲン大学

詞志社Π木語センターなどがあ

り、日本語や日本文化などの教育

を展開しています。四年には、英

国のシェフィールド大学もセン

ターを設柵する予定で、]月には

日本学術振興会理事長やブリティ

ツシュ・カウンシル駐日代表を迎

え、開設記念式典を行いました。

冬センターの提供利・目の・・音Ⅲよ、

同志社大学の学生も聴講できるほ

か、留学生と共同で課外活動に参

加するなど擬似、留学体.験が可能で

す。もちろん実際に海外に智学す

ることも重要で、そのために舶年

度からは、短期留学も含めて、留

学時の経済負扣.を軽減する奨学金

の大幅拡充が決定しています。

一方、外国人留学生のための教

育環境も整備しました。

同志社大学で、外国人智学生へ

の日本語・日本文化教肖を担うU

本語・・Π本文化教育センターは、

09年4月から『指定日本語教育施設』

旧本語予備教脊欣蹴却として文部

科学省に認定されました。『指定日

本訊教育施設』は、日本語能力が

十分でない、大使館推薦による大

学院レベルの国費外国人智学生に

対して、.専門教育受講までの6力月

問、Π本話予備教育を行う機関で

す。この施設は現在、国立大学留

学生センターと4つの私立大学のみ

が認定されています。

4打から日本語・・日本文化教育

センターのカリキュラムに「日本

語予備教育コース」を設け、大使

館推薦国安外国人留学生に対し、

大学院入学前のΠ本語予備教育を

__、▲・"・'風'
..・"・・ー、'.".",雫・貞

特集1
六
11

実施します。また、外国人留学生

の受け入れも拡充しており、留学

生を対象とした奨学金の倍増や宿

舎の増設を行いました。

既存学部・研究科も新たな屡開を

計画しています。同志社ビジネスス

ケール(DBS)は、同志社大学の国

際ホ淺をビジネス教育に生かす試み

として、 09年9月から1辻界トップケ

ラスの教授を招へいし、すべての授

業を英語で実施する「グローバル

MBAプログラム」を設置する予定で

す。英語によるMBA教育は、欧米

のみならずアジアでも主流となって

います。京名fで世界水準のビジネ

ス教育プログラムを災城すること

で、「グローバルな視点に立ちな

がら、地に足の着いたぜジネス展

開を行う、創造性豊かなビジネス

リーダーを輩出する」という目標

の実現を目指Lています。

学術交流協定についても積極的

に拡充しています。船年度1年問

で過去4年問の新規学術交流恊定

数を大幅に上回る協定を締結し、

今後も拡充します。

1

.、

新生アーモスト館

193?佃召和7〕午に竣1したアーモスト館は、校祖新島嚢が字んだ米国アーモスト六学

の伝統と雰囲気を継承してきた伝統あるニユーイングランド・ジョージアン様式の建物

てす。 2007年度には、外観、内装の改修に着1。 08年度に1事を完了しています。 09

年4月からは同志社の數育理念のーつである「国際主義」を推し進めるための施設とレて生

まれ変わりました。

これまでは、学生を叩心とした国際交流の場として活用されてきましたが、今後は海

外からの客員教員や研究名の滞在用施設として活用されます。また、邦皆のラウンジは、

国際連携関連の会合などを中心に、広く教育研究用スペースとして聞放」ます。

新生アー干スト館は、同志社ら」い国際主善の実質化に向けての提言と骨子のなかで

述ぺられている「世界中から学生・研究者が集う、魅力ある知の国際交流拠点」として重

要な位護つけを担う予定です。

t-
竣工当時のアーモスト館の設計図

1

1
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図】学生・生徒,児童・園児数

人
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グラフで見る同志社
※小学校は2006年度から含んでいます

旦既

^^

^^

19舗 2000 2001 2002 2003 2004 20飾 2006 2007 2008年度

大学は2000年度以降、臨時定員増の解消に伴って学生数が漸減

してきましたが、 2005年度以降、学部増設により増加に転じま
した。女子大学は2000年度の短斯大学部募集停止でいったん学

生数が減少しましたが、その後新学部の学年進行で学生数が増加
しでいます。

図3 教員数

各年度2月末現在

図2 志願者数

年度
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高中小幼
圃女子大学
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各年庶春学朔および前年度秋学期入学試験の実数。大学、女子大は大学院と学部の合計
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大学は2005年度以降、積極的な入試改革や新学部・学科などの

展開により、また、女子大学も新学部・学科などの展開により、
志願者を安定的に確保しています。
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教員数は20船年度以降、学部・研究科の新設や研究体制の整備など教学改革の進行に伴い、専任、嘱託講師とも増加しています。職員に

ついては、非専任の活用とともに、一部業務を外部委託に移行させるなど効率化を進めています。
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図5 専任教員数
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新学部・研究科への新規採用と20船年度から開始した大学の教
員充実計画により、専任教員数の増加傾向が続いてぃます。
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図1の学生生徒数を図5の専任教員数で割ったのがこのグラフで、

数値が小さいほど教育研究条件の充実度が高いと考えられます。

中高はほぽ同じ水準を保っており、大学および女子大学は近年比
率の改善が急速に進みまレた。
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図7 留学生数
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大学における留学生別科の設置や学部統一入試の実施なとにより、留学生の受け入れは着実に増加してきました。送り出しについても、

大学における交流協定校の積極的な閑拓や女子大学における新学科の開設などにより増加しています。地域別に見ると、受け入れはアジ
ア(特に中国、韓国)、送り出レは北米(米国、カナダ)が大きなウエートを占めています。
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図8 留学生地域別状況
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奨学金は、希望者の増加に応えるため、制度の充実を逐次図って

きました。その結果、給付・貸与人数は10年前の約1.5倍に達し
てぃます。なお、学内奨学金以外に日本学生支援機構や民間・地

方公共団体などが提供する奨学金があり、これらを総合的に運用
することで学生生徒の勉学を支えています。
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就職率(内定率)とは就職希望者数に対する就職決定者数の比率

です。2000年度前後の経済低迷期に一時低下したものの、その
後は安定的に高い水準を維持しています。なお、 2008年度はま
だ確定数ではありません。
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折れ線は各研空費の採択・受け入れ件数、棒グラフは金額を表しています。研究分野における産官学連携を促進するため、学内の受け入
れ体制を整備したことにより、研究費に対する外部資金の導入は順調に進んでいます。
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概況^

20促年慶は、火学に生命医科学部、

スポーツ健康科学部、生命医科学研究

科を新設、工学部を理工学部として再

編し数理システム学科を新設しまし

た。法人内諸学校の学生・生徒・児

童・園児数は、大学文化情報学部、女

子大学薬学部、小学校の年次進行など

により、昨午度比767名増加の3万9,254

名(2009年2月末現在)となり、学生生

徒等納付金の安定的収入を確保するこ

とができました。

財務の概要

また、09午度開設の大学心理学部お

よぴ女子大学去象文化学部の入学試験

を実施、一般選抜入学試験およびセン

ター試験での入学志願者により手数料

で増収となり、婦属収入総額は予鮮を

上回る増収となりました。

支出では、人件豐、教育研究経費、

管理経費と、に予算内で執行し、建設

事業では、大学でキ十ンパス近隣施設

取得、女子大学で今出川キャンパス整

備、中高統合にかかわる岩倉キャンパ

資金収支計算書^

20明年度法人総合資金収支計算書は

表1のとおりです。

〔0 内は予算比:+ば増加、△は減少]

0)収入の部

学生生徒等納付金収入

426億100万円(+3,600万円)

概ね予算計上どおりの碓建学生生徒

数の納付金を1又納しました。

なお、前年度に比べると、新設学

部・研究科、小学校の年次進行に伴う

学生生徒数の増加や学費改定等により

12億8,600万円の増収となりました。

手数料収入

22億3,200万円(+3億5,400万円)

入学検定料は、一般選抜入学試験お

よびセンター試験での入学志願者によ

り、予算に対して大学で2億2200万円

の増収、女子大学でH意2,如0万円の増

収となりました。

寄付金収入

7億6,100万円(+1億3,000万円)

民間企業などや在学生の保護者、卒

業生、父母の会、校友会、教靴貝など

からの寄付を収納しました。各種募金

事業や研究助成宛の奨学寄付が堅調で

あったことから、予算に対してH意

3,000万円の増収となりました。

寄付金朋細はファクトブンクに掲鞍」てぃます。

補助金収入

57億2,600万円(+5億2,400万円)

国庫補助金は、文部科学省、Ⅱ本私

立学校振興・共済事業団等から大学、

女子大学への私立大学等経常費補助

スでの校舎建設など大規模な建設ホ業

を実施しました。また、世界的な金融

危機により、運用資産(債券)のうち

時価が著しく下落した資産については

評価換えを行いました。

以下、学校法人会計基準に基づく計

算書を中心にして、本年度の木学の財

政状況を説明します。

(文中、表の金額は、説明のため百万

円米満を四捨五入等調整し、百万円単

位で表しています)

金、大学改革推進等補助金などで、予

算に対して4億3,700万円の増収の42億

1,20OJj円となりました。

地方公共団体補助金は、京都府や大

阪府等から各中高、小学校、幼稚園へ

の私学運営費補助金、授業料蜂減補助

金などで、予算に対して8,70〔)万円増収

の15億1,500万円となりました。

補助金明細はファクトブックに掲載してぃます。

資産運用収入

10億5,200万円(+1億7,400万円)

第3号基本金、退職給与、減価償却

など引当資牽の平均運用利回りの実績

は約13%となりました。

なお、前年度に比べると、利1可りゃ

運用資産増により1億3,500万円の増収

となっています。

資産売却収入

112億2β00万円(+93億1,900万円)

第2号基本金引当資産売却収入は建

設事業への充当、第3号基本金、退職

給勺・、減価償却など引当資産売却収入

は満期を迎えた有価証券の償還などに

よるものです。

事業収入

7億9,700万円(+1億600万円)

企業などからの受託研究による収

入、繋費や小学校給食贄の収入、セミ

ナー受講料収入などを計上していま

す。受託事業収入は5億2,000万円で、

予算に対して8,800万円の増収となりま

した。

雑収入

11億200万円(△3,300万円)

退職金財団交付金収入は8億8,100万

円で、退職金支出が予算に対して減少

したことに伴い、フ,8卯万円の減収とな

りました。

借入金収入

7億円(十7億円)

過年度に建設した佼舎等の建築資金

に対する借入金返済が予詐に対して増

加したことに伴い、基本金組入額を平

準化するため日本私立学校振興,共済

事業団から借り入れを行いました。

30

(2)支出の部

人件費支出

271億6,100万円(△2億5,200万円)

教員人件費は18航迄2,600万円で、予

算に対して4,100万円の減、職員人件費

は70億3,100万円で、雇則が見込みよ 0

少なか0たことなどにより予算に対し

て1億2,100万円の減となりました。退

職金支出は14伝船,200万円で、予算に対

して9,1Ⅸ)万円の減となりました。

なお、前年度に比べると、教員人件

費は教貝垪員などによりπ和00万円の

増、職員人件費は前年度とほぼ同額と

なっています。

教育研究経費支出

128億7,200万円(△6億3,400万円)

建設出業において、予算では施設関

係支出など資本的支出として一括計上

していたうち経賀支出となったことに

伴う増加がある一力で、教育研究費、

実験実習費の執行残や、消粍品費、旅

費交通費で節減や未執行により、総額



表] 2008(平成20)年度法人総合資金収支計算害

科目

人件費支出

教育研究経費支出

管理経費支出

借入全等利息支出

借入金等返滴支出

施設関係支出

設備関係支出

資産運用支出

その他の支出

予備費

支出の部

予算

27,413

13,506

2,087

85

447

4,885

2,653

5,197

2,528

105

資金支出調整勘定

次年度繰越支払資金

安出の部合計

ファクトブックに、中科目かつ円単位で表示した資金収支計算書を掲載しています。

決算

27,161

12,872

2,043

85

1,131

フ,014

2,129

15,615

2,839

0

ではf算内に納まりました。

なお、前年嘆に比べると、救R増員

に伴う教育羽1究費の蛸加、受託研究安

などにより3位4,000万円の増となって

います。

管理経費支出

20億4β00万円(△4,400万円)

節減や犬執行により、予算内に納ま

りました。

なお、前年度に比べると、斬股学

郊・学科設雌に係る経費、人出給芋・シ

ステム開発絲費などにより6,000万円の

増加となっています。

借入金等利息支出

8,500万円(予算どおり)

過午哩に建設した校舎等の建築資金

252

634

44

0

△ 684

△ 2,129

524

△ 10,418

△ 311

105

差異

△ 1,228

20,488

科目

学生生徒等納付全収入

手数料収入

寄付金収入

補助金収入

資産通用収入

資産売却収入

事業収入

雑収入

借入全収入

前墨金収入

その他の収入

資全収入調整勘定

前年度繰越支払資金

78,166

△ 1,286

21,348

90,951

τ,、:.晶「壬一▼゛、ー

Ξ'゛,'÷β語プ61キ:×1;・'゛立'▲之一、.聖工'、

収入の部

58

△ 860

△ 12,785

42,565

1,878

63,

5,202

878

1,909

691

1,135

0

8,098

1,549

△ 10,088

23,718

予算

に対するΠ本亙、立学校振興・共済11・業

団からの佶入金の利息支払知です。

借入金等返済支出

11億3,100万円(+6億8,400万円)

上記惜入金の返済様であり、予算に

対して6イ点8.如0万円の増は返済期帳か

翌年度以降に利来するイ1,入金を繰り k

げて返済Lたことによるものです。大

学学校債は満期償還類です。

施設関係支出・設備関係支出

計91億4,300万円(+16億500万円)

建物、榊築物、機器備品、図古など

の固定資産取得による支出です。

大学ではキャンバス近隣施設取得、

アーモスト館改修、知立館2・3・牙館改

修、1何校地防災システム亟新、女子大

収入の部合計

(単位:百万円)

42,601

2,232

761

5,726

1,052

11,228
797

1,102

700

9,553

1,767

△ 10,286

23,718

決算

学校会計の用語解説

差異

△ 36

△ 354

△ 130

△ 524

△ 174

△ 9,319

△ 106

33

△ 700

△ 1,455

△ 218

198

0

学校法人会計基準に基づいて作成する財

務計算書類;こは大きく分けて、資全収支
計算書、消鬢収主計算書、貸佶対照表の

3つがあります。

資金"ヌ支計算書
当誠年度の支払資金の顛末、すなわち学校法

人の1年間の諸活動に伴うお金の動きを網羅

レたものです。

78,166

学では今出川キャンパス整備、インフ

ラ、ネットワーケ整備を災施しました。

宕介キ十ンパスでの中学校・高等学絞

統A事業は、第1期工張(高等学校校

管理棟)が光上、第Ⅱ則上嚇(中巧、

学佼校舎ほか)に断、1:しました。

内訳については芥校の「事業の既要」

の「施設設備整備、喫業の内容」をご覧

ください。

資産運用支出

156億1,500万円(+104億1,800万円)

有価祉券の満捌償還に伴う引当資産

の買い井え、本年皮に地額した引当資

産への繰り入れ、仙額の詐価換えを行

0た引当資産を回復するための繰り人

れです。

90,951

消費1又支計算書
当該年度の経営状況を表古ものです。しかし、

企業会計の損益計算書のような利益の測定が

目的ではなく、収支の対応や均衡状態を示す

ことに主眼が置かれてぃます。学校法人の使

命は教育靭究の永続的な充実発展であること

から、財政基盤の安定を重視しているのです。

△ 12,785

計算害で使用する用語とその意味は次の

とおりです。

貸借対照表
一定時点(3月末現在)の財産の状況を明らか

にするものです。

帰属収入
当誠年度の収入のうち、学校法人の負債とな

らない収入をいいます。したがって惜入金、

前受金、預り金などは含まれません。

基本金組入額
基本金とは、学校法人がその諸活動の計画に

基づいて継続的に雑持すべき資産で、下記の

第1号から第4号に該当するものです。これは
帰属収入の中から充当します。これを基本金

の組入(くみいれ)といいます。

第,号基本金は自己資金による土地、建物、

設備などの固定資産の取得額、第2号基本金

は将来の固定資産取得に備えた資金の先行組

入額、第3号基本令は基金の積立額、第4号基

本金は恒営的に保持すべきものとされる1力

月分の運転資全相当額でオ。

消費収入
当該年度の消費に充てる収入で、帰属収入か

ら基本金組入額を差し引いたものです。

消費支出
人件費、物件費、減価償凱額、借入金利息な

ど当該年度に消費する支出です。

教育研究経費と管理経費
物件費は、直接教育研究に要するものとそれ

以外の経費に分類します。後者に該当するの

は、役員の業務執行、総務・人事・財務・1至

理子の他法人業務、教職員の福利厚生、学佳

募集、食堂や売店、学寮(全寮制を除く)に要

する経費などです。

消費4又支差額
消費収入と消費支出の差額で、財政の均衡状

態を表します。これがマイナスであると、消

費支出超過いわゆる赤字で、収支が均衡せず

資金不足となってぃることを示します。
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消費収支計算書^

表2 2008(平成20)年度法人総合消費収支計算書

科目

人件費
教育研究経費

うち減仙償却類

管理経費
うち減価償却額

借入金等利息
資産処分差額

徴収不能引当全繰入額
徴収不能額

予備費

',

予算

27,785

18,521

5,015

2273

]86

85

378

41

0

105

決算

消費支出の部合計

27,5釧

17β55

4983

2,261

218

85

3,078

当年度消費収支差額
前年度繰越消費収支差額

基本金取崩額
翌年度繰越消費収支差額

差異

194

666

32

12

△詑

0

△ 2,700

△創

△ 12

オ 05

20帖年度法人総合箔贄収支計算書は

表2のとおりです。

[0 内は予算比:+は増加、△は減少]

科目

学生生徒等納付金
手数料

寄付金

補助金
資産運用収入

資産売却差額
事業収入

雑収入

徴収不能引当金取崩額

49,188

△ 2,493

△ 16,356

9

△ 18,840

0)帰属収入の部

544億1,600万円(+14億3,600万円)

手敷料・、寄付金、浦助金、資産運用

収入、事業収入等の増収により、予鮮

比2.フ%の増加となりました。前年度に

比べるとB億6,600万円、 2.6%増とな

つています。

消圭又入の部

50,944

△ 3,994
△ 16,356

12

△ 20,338

帰属収入合計

第1号基本金組入額

第2号基本金組入額

第3号基本金組入額
第4号基本金組入額

予算

42,565

1,878

631

5,202

878

0

6引

1,135

0

△ 1,756

(単位:百万円)

基本金組入額合計

(2)基本金組入額の部

ため、計画に基づいて資金の組み入れ

を行いました。

第3号基本金組入額

9,200万円(+2,000万円)

奨学事業に宛てた寄付金の組み入れ

や教育研究Ⅲ業を継続的に緋持するた

め設定した基金への組み入れなどです。

基本金明細はファクトワックに掲載してぃます。

決算

消費収入の部合計

42,601

2,232

901

5,726

1,052
2

797

1,102
3

第1号基本金組入額

50億5,400万円(+8億1,100万円)

当年度の固定資産増加額は雄設お

よび設備関係支出、現物寄付で92億

8200万円となり、一方で施設や設備

の吏新による当期除却高は21f劇,900

万円、過年度に組み入れた第2号基本

金からの振替類は25億7200万円とな

つています。

第2号基本金組入額

21億8,000万円(+3億5,000万円)

将来に教学施設設備などを取将する

ファクトブックに、中科目かつ
円単位で表示した消費収支計算書を掲載しています。

差異

52,980

△36

△ 354

△ 270

△ 524

△ 174

△2

△ 106

33

△3

△ 4,243

△ 1,830
△72

△ 14C

△ 6,285

54,416

△ 5,054

△ 2,180
△ 92

△ 140

46,695

(3)消費支出の部

509億4,400万円(+17億5,600万円)

絲費の節減や予算の執行残などによ

り人什安、教育研究経費、管理経安は

予算内に納まりました。一方で資産処

分差額は施設や設備の更新による末償

却額4意200万円、運用資産のうち時価

への評価換えによる需価差額26億7,6船

万円を計上したことにより、消費支出

は予算に対して3.6%の増加となりまし

た。前年度に比べると42億300万円、

9.0%増とな0ています。

△ 1,436

△ 7,466

46,950

帰属収入の増収に比べ、基本金組入

と消費支出の増加が上回0たことか

ら、消費収支差額は予算に対して15憶

100万円支出超過となりました。

翌年度繰越消費収支差額

△203億3,800万円

81 '1

350

20

0

資産運用のりスクに対応するために

1,181

△ 255

学校法人の資産は教育研究活動を安定的・継

続的に支えるための大切な財産であり、資産の

運用に際しては、安全性が強く求められます。

そのため、学校法人同志社では、資産連用の対

消費収支の推移

図3は消費収支の均衡状態の推移を

示したものです。

帰属収入は堅調に増加し、支出では

大規模な建設事業を行0た年産で基本

金組入額が増加しています。

図4、 5は帰属収入と消費支出の主

な科,目の伸び率です。

帰属収入では、学生生徒等納付金の

なだらかな上昇.カーブに対して手数料、、

柿助金、事業収人が促年度を境に伸び、

収入構造の多様化が進んできました。

事業収入の大きな仲びは、受託研究串

業など産官学連携の進展によります。

消費支出では、教育研究活動の活性

化を反映Lて教育研究経贅が仲び、学

部,研究科の新設や計画的な教員増員

により人件費が増加しています。

32

(4)消費収支差額の部

当年度消費収支差額

△39億9,400万円

象や基準を定めるとともに、資金運用委員会を

設け、運用計画の立案、運用状況の管理、運用

結果の点検などを行い、子の内容を適宜理事会

に報告しています。

とくに、米国のサブプライムローン問題を契

機に始まった世界的な金融危棲により、運用資

産(債券)の時価が下落するなど運用りスクが

高まったため、「有価証券の評価換え」ならびに

「運用債券の損失時の対応」に関する取り扱いを

定め、適切な運用管理に努めてぃます。

,
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、
、
ノ

2
 
2
 
0

6
1



図1 帰属収入の構成比

事業収入
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11%(57億円)

手数料
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その他の収入

29,0 (11億円)

図3 消費収支の推移
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図2 消費支出+基本金組入額の構成比
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事業別決算^

表3 2008(平成20)年度事業別決算書

人件費

事業費
教育研究費

学生生徒経費
施設設備整備充実費

維持運営費

一般管理費
建設事業費(建設勘定)
法人経費

基本金

財務費
減価償凱費

項目 法人合7

27,591

消費支出
に、、る全1,

8,533

1,292

1,198

3,220

1,430

8,オ'14

270

2,412

△ 863

5,201

合計

学校別明細はファクトブックに掲載しτいます。

内訳

27,591

図6 学生・生徒・児童・園児]人当りの収入・支出

基本全組入
にかかる金額

フ,050

1,281

97フ

3,214

1,430

694

268

(単位:百万円)

^

構成比

1,483

"

221

58,398

事業費には次の経費を含んでいます。

教育研究費・・・・・・消費収支計算占の教育研究経費。ただし、

下記で計上する東業費および減価償却"を除く

学生生徒経費・・・一奨学讐、課外活動支援費、学寮に係る経

贄など

施設設備整備充実費・・・・・修繕料、整備費など

維持運営費,・・・通信喪、光熱水費、保守料・、清吊委託費、

杵備委託費削など

一般管理費・・・ー・消費収支計算書の管理経喪。ただし、上記

で計上する事業安、減価償却費を除く

基本金・・ー・・消費収支計算、井の第2~4ぢ基本金組入類

財務費・・・・・・借入金利息、資産処分差額、徴収不能引当金繰

入額、現物寄付金、野期除却高、第2号基本金取炯額なと

47.3%

3,237

5,201

14.69,。

2.2,。

2.1%

5.5ツ。

2.4%

13.99'。

0.5%

4.104

△ 1.5%

8.9ツ0

フ,420

2

2,412

△ 4,100

1,139

50,943

大学 .

女子大学

フ,455

甲画■

701

1人当り

1,5舶千円 0

163

248 88

38 32

67

100.0%

貸借対照表^

130

20

2008午度法人総合貸佶対照表は表4

のとおりです。図7は過去10年問の貸

借対照表推移をグラフ化したもので

す。消贄収支差額は支出超過であるた

め、棒グラフの基木金の先端部分に網

掛けで表現しており、この部分が資金

不足額となります。

60

84

学生キ徒等納付全
■手数料

■寄付金

補助全

■その他の収入

消費支出超過額

人件費

教育研究費

学生生徒経費

■施設酘備整備充寓費

維持通営費

建設享業費

窮その他の支出

・消費収入超過額

^

0)資産の部

固定資産のうち有形固定資産は、教

育研究活動の拠点となる建物、構築物

や機器備品の整備充尖により増加して

きました。 03年度は大学寒梅館、 04年

度は女・了・大学憩水館、怖年嘆は大学臨

光館、小学校明心館、07年度は火学医

心館、嬰上鮒の建設、本年度の増加は

大学キャンパス近隣施設取得、女子火

学今出川キャンバス純正館、中学校

高等学校統合小・業による高等学校新校

832

舎(桑志館、恵潤館)竣工によるもの

で、建設仮勘定は建設中の中学校新佼

舎によるものです。

その他の固定資産は、第2号基本金

引当資産を木午度建設争業に充当し減

額、退職給与や減価償却の引当資産を

増額しました。この結果、本年度末の

幽定資産総額は前年産比3.4%増の

],別2億9200万円となりました。

流動資産は、現金預金、未収入金な

どで、本午度末は前午度比8.4%減の

2271意5,400万円です。

高中小幼
1人当り
1,135千円

(単位
9

吋匪

千円)

711

^

35

219

29

9

53

34

26

流動負債は新入生学喪の前受金が大

部分を占めています。

基本金は、第1号基水金が自己資金

による固定資産の取得と惜入金の返済

などで前年度比4.6%増の1,726億5,000

万円、第2号基本金は計画組入の一方

で建設事業への充当によゆ前年度比

73%減の四億9,000ガ円、第3・号基本金

は前年哩比0.5%増の187億8,600万円、

第4号基本金は前年度比4.4%増の33億

200ガ円となうています。

消費収支差額は、帰属収入が堅調に

推移しているー・方で、大規模な建設事

業を自己資金で岫0ているため消喪支

出越過となり、この結果翌年度に繰り

越す消費支出超過額は203億3β00万円

となりました。

また、減価償却額累計瓶は596億

6,6Ⅸ)万円となっています。

74

(2)負債・基本金・消費収支差額の部

固定負偵のうち長期惜入金は、計画

的な返済により耕実に減少を続け、残

高は10午前の1/6以下となりました。

退職給与引当金は、期末要支給額の

部%を引き当てています。

村

22

6
0

、
、



表4 法人総合貸借対照表

科目

固定資産

有形固定資産
士地

建物
構築物

教育靭究用機器備品

その他の機器備品
図書

車鞆・舟艇・航空機
建設仮勘定

その他の固定資産

借地権
雷話加入権

施設利用権

有価証券
長期貸村金

第2号基本金引当資産
第3号基本金引当資産

退職給与引当資産
教職員年金引当資産

減価償却引当資産
支払保証金

出資金

生 口

本年度末

184,292

116,188

14,030

70,586

3,923

11,435

203

14,666

8

1,337

68,104
209

20

21

20

5,225

4,990

18,786
13,296

56

25,400

64

17

前年度末

178,251

1 '12,564

11,925

68,554

4,053

11β97

228

14,191

6

2,210

65,687

153

20

21

20

4,566

5,382

18,695

12,867

85

23,787

74

17

増減

6,041

3,624

2,105

2,032

△ 130

38

△25

475

2

△ 873

2,4オフ

科目

圖定負債

長期借入合

学校債

退職給与引当金
教職員年全刷当金
受入保証全

流動負債

短期借入金
学校債
未払金

剛」受^

預り金
修学旅行費預り金

仮受金

流動資産

現金預金
夫収入金

短斯貸付金

前払全
仮払金

修学旅行費預り資産

2009(平成21)年3月21日現在(単位:百万円)

,1
■

本年度末

り、、、〒、具.『一-T『

Ξ."'1'÷ 1、1ンι【1とt・jト÷"';
'ー^ー-1▲^、.'."

資産の部合計

15,522

2,155
0

13,296
56

15

12,134

209

83

1,312

9,553
847

126

4

ユ圭

ファクトブックに、円単位で表示した貸借対照表
および学校法人会酎基準に基づく注記事項を掲載しています。

659

△ 392

91

429

△ 29

1,613

△ 10

0

'

前年度末

22,754

21,348

1,124
0

124

32

126

口

15,398

2,348
83

12,867

85

15

11,フ71

380

67

1,352

9,104

フ71

93

4

負債の部合計

図7 貸借対照表の推移

(百万円)

24,836

23,718

956

増減

124

△ 193

△83

429

△29

0

363

△171

16

△40

449

76

33

0

第1号基本金
第2号基本金

第3号基本金

第4号基本金

260,000

240,000

220,000

200,000

180,000

160,000

140,000

120,000

100,000

80,000

60,000

40ρ00

20,000

0

△ 2,082

△ 2,370

168

0

82

5

33

207,046

基本金の部合計

資産の部
:流動資産

その他の固定資産

■有形固建資産

部

翌任度繰越消費支出超過額

前年度繰越消費支出超過額

当年度消費収支差額

203,087

27,656

3,959

172,650

4,990

18,786

3,302

負債・基本金および消費収支差額の部
::::消費収主差額

基本金

鴎流動負慣

■固定負債

消費収支差額の部合計

負債・基本金および
消費収支差額の部合計

27,169

減価償却額の累計額の合計額

基本金未組入額

165,035

5,382

18,695

3,162

199,728

△ 20,338

△ 16,356

ム 3,982
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140
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財務比率^

財務比率は、計算書の科旧間の比率

を算出して、経年変化の追跡や全圈平

均との比較を行い、財政状況の分析に

利用するものです。表5、 6は本学と

全国平均の比較、図8、 9は本学の過

去10年問の推移グラフです。

消費収支計算書関係比寧について本

学の指標値を全国平均と比較すると、

学生生徒等納付金比率は高く、寄付金

比率や補助金比半は低めで、学贅への

依存度が比校的高い収入構造となって

います。経費に関する比率では、低い

方が良いとされる人件安比率と管理経

費比率はともに全国平均内にありま

す。また教育研究経費比率は教育研究

の充実度を表し、高いほうが望ましい

表5 消費収支計算書関係比率

金比率は、基本金組入の対象となる資とされており、本学は全国平均を3%

産に対して組み入れ済みの基本金がど以上上回0ています。

れだけあるかを示すものです。学校法人は帰属収入の中から基本金

組入額、いわぱ資本的支出を賄うため、 流動比率は、各種引当資産の充実

と資金運用の効率化を図り、 187.5%滑属収支差額比率は10%以上が望まし

いとされています。本学の帰属収支差 となっています。また、新規建設亊

額比率は山年度以降Ⅱ~13%台で推移 業は借入金に依存せず自己資金で行

していましたが、本年度は運用資産の 0ており、基本金比率も着実に増加

評価差額を計上したことにより一過的 しています。

教学組織の新設、施設設備の充実に6,4%となっています。

など活発な教学改革の影馨から収支貸佶対照表関係比率では、囲定比率

や固定長期適合率で士地、施股設備な バランスが一時的に崩れる年度があ

どの固定資産が幽己資金で賄えている りますか、自己資金の安定的耐新呆、

固定資産および基本金の充実、借入かどうかを見ます。負伎比率や総負伎

比塗は、白己資金に対する負債、すな 金等外部負債の減少の状況が指標仙

わち他人資金の割合です。また、基本 に表れています。

表6 貸借対照表関係比率

比率

学生生徒等
納付金比牽

寄付金比率

補助全比率

算式【×100)

人件費比率

学生生徒等納付金

教育研究経費
比率

帰属収入

管理経費比率

寄付金

帰属収入

評価
指棟

帰属収支差額
比率

捕助金

帰属収入

人件費

本学

図8 消費収支計算害関係比率の推移

帰属収入

教育朝究経費
帰属収入

78.3

100%

全国平均

管理経費

帰属収入一消費支出

帰属収入

1.フ

90%

71,6

■学生生徒等納付金比率

■人件費比率

■教育研究経費此率

膚帰属収支差額此率

帰属収入

オ 0.5

80%

3.0

50.フ

比率

12.1

32.8

70%

固定比率

5π.4

42

固定長期適合率

60%

匪補助全比率

■管理経費比率

■寄付全比率

29.フ

6.4

流動比率

50%

算式(×100)

8.フ

負債比率

494

40%

フ.4

固定資産

総負債比率

4アフ

自己資金

自己資金十固定負債

30%

固定資産

基木金比率

467

評価
指標

流動資産

評価指標

20り。

244

流動負債

47.5

総負債

25 B

21.6 22,1

a85

図9 貸借対照表関係比率の推移
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総資産

全国平均

280

0%

51 2

基本全要組入額

基本全

218

94.6
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学校別の状況^

各学校の収支状況を表7「学校別収

支計詐書」によって説明します。

大学でば、20備年度開設の文化情報

学部および過年度学費改定の年次進行

による学生生徒等納付金の増収などに

より、吊属収人合計は359億5{川万円と

前年度に比べて'1.0%増となりました。

並本金組入額は、キャンパス近隣施設

取得、アーモスト館改修、知真館2・3

号館改修などの建没出業を実施し、将

来の施設繋備のための第2号基木金と

あわせて49億1300万円となりました。

消費支出は、人件費と教育研究絲費

が教員増貝によって引き続き増加して

いるほか、施股設備の充災に伴う減価

償却類や運営雜持贄の垪額により、合

計では器8億2,100/j円と前年度に比べ

て6.9%増となり、齢属収入の仲びを超

えています。この結来、 28億2,9【}0万円

の消費支Ⅱ1超過となりました。

学科およぴU本託Π本文学科の今出川

キ十ンパス移転に什う新校舎(純正館)

建股、既設校舎の改修などにより15億

9,7帥万円となりました。

消費支出は、詑億400万円と前年度に

比べ0.フ%増となり、この結果、 2位5鰍)

ガ円の消安収入超過となりました。

各中高、幼机園では、学生小徒等納

付金で前年度並みの収入を確保してい

ます。基本金恕人額は、09年度以降の

施股整備のための第2号基本金を同際

小学校・高等学校でH削.1、香Ⅲ.巾学

校・高等学校で3憶8,000ガ円、女子小

学校・高等学校で2憶円都み入れてい

ます。消費支出は、高等学校で寸・,学

校・高等学佼統合小業に伴う新校舎建

股により取り壊した建物等の木償却額

を計上Lました。

小学校は、 1刑校3午Πとなり、新入

生を迎え5学年の兇竜がそろいました。

衡佼後当面は全学年がそろわないた

め、学生生徒等納付金と補助金などの

収人をも0て人件費、教育研究経費な

どの支1」.1を賄うことはできませんが、

午次進行により、収支の不均衡は徐々

に改筈Lています。

法人部勘定では、各学校の建役事業

女イ大学では、備年度開股の薬学部

およぴ過年度学些改定の年次進行によ

る学生生徒等納付金の則収などにより、

姑域収入合計は1剛意5,剛万円と前午嘆

に此べて1.8%榊となりました。基本企

組入額は、四年度の学芸学部英話英文

に作う法人内調達資分の償還額を繰出

金に計上し、また運用資産のうち時価

への評価換えによる評価差額26億7β00

万円を資産処分差額に計上していま

す。

特別会計では、中学校,高等学校統

合事・業による島等学校新校舎(桑志鮒、

恵潤館)力竝麦工、巾学校新校舎が着上

し、嚇業費についてば寄付金、第2号

基木金および法人内資金により基本金

糾入を行0ています。

^ー^'^
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表7 2008(平成20)年度学校別収支計算書

科目

学生生徒等納付全

手数料

寄付全

補助金

資産運用収入

資産売凱差額

大学

収支計算書について

この計算i11は学校法人会Ⅲ'基準によ

る消狩収支内訳表の体裁をとり0つ

も、部門問のみなし配分を避け、内部

取引の収支を明らかにする目的で、計

上ガ法を・・部変亟しています。

すわなち、学校法人部円の経"は大

学に、新股学部などの経"はそれぞれ

の設匙校に含めてぃます。中高併設校

である香Ⅲ、女子、国際の各'・ト,学校

高等学校は小高の介計額で表示してい

ます。

また、内部取覗の各校認識頴につい

ては繰入金・繰出金に、法人にかかわ

る絲費の各校分判額ば分担金(支川)

に、それぞれ副'上しています。

事業収入

28,093

雑収入

1,785

繰出全

女子大学

徴収不ヨ朗1当金取崩額

547

3,687

分担金

8,765

帰属収入合計

222

高等学校

基本金総入額合計

383

消費収入の都合計

93

600

527

1,065

人件費

833

教育研究経費

国際中高

71

管理経費

14

7

借入金等利息

31

86

35905

1創

232

△ 4,913

資産処分差額

1 'i7

986

繰入金

香毘中高

30992

訓

16

徴収不能引当金繰入額

18270

53

徴収不能額

10,053

234

1,300

△ 1,597

12,963

45

分担金

女子中高

1,454

消費支出の部合計

8456

9

当年度消費取支晝額

28

4.409

3

64

367

1,27フ

50

1.392

3.067

37

13

1,020

中学校

3

858

2250

595

8

41

40

314

ネ 391

831

卞

719

,2

△ 157

33β21

11

272

△ 2β29

小学校

卞

1 234

7

17

28

22

245

1,720

883

△ 3,994

3

349

37フ

38

△ 380

245

8,204

93

299

幼稚園

5

2

1,340

5

91

35

252

1.081

100

14

1,6引

15

47

△247

394

法人部勘定

1,806

7

1,434

33

28

444

1,089

47

1,024

20

8

特別会計

305

1,240

ヤ5

(単位:百万円)

7

3

1 081

57

20

△6

10

666

斜0

720

4

ム 13

189

1,640

合計

9

3

ム 300

18

2

17

527

42,601

307

2,232

103

29

228

△ 13

2劇

1,434

151

9

901

13

5'726

90

1,052

0

51

1,329

983

1,031

16

6

2

983

797

2

1,102

50

1 375

△1

1,620

0倒

548

△創

314

3

56167

131

2。676

△7

4

176

466

48

69

18

701

27,591

21

17,855

2,676

2,261

△ 1,693

28

85

3,078

1,620

ツ校法人師1ι剖:'"業帷片,"加08 37

226

62

88

12

52,695

131



2009年度の事業計画^

20四年度は以下のような新規事業を

実施します。

■教学組織・定員変更等

火学では、「心理学部」、「心理学副

究科」を新設し京田辺キャンパスを身

体・生命、先端技術、情報を中,Dとす

る統合的・先端的最高水準の救育研究

拠点として推進します。今出川キャン

パスでは神学部、社会学部の1、2年次

教育を展開、総合政策科学研究科に

け馴〒・革新的経営専攻」(5年一貫制博

士課程)を新設します。

女子大学では、学芸学部英語英文学

科およびΠ本語Π本文学科を新たに

「表象文化学部」として今山川キャン

パスで開設します。

■教育研究

火学では、質の高い大学教育推進プ

ログラムとして「相互啓発による創造

的学力育成カリキュラムK社会学部)、

「政策捉案能力を養う理論と実跿との交

流教育」(政策学部)、「文卿融合型教育

による課題解決能力の育成」(文化情報

学部)、大学院敦青改革支援プログラム

として「安全」身Dの設計システム技

術者養成課程J(工学研究科)が新たに

選定され、様々な教育改革が特色ある

優れた取り組みとして評価を受けるな

ど、一層の教育効果向士.に向けた取り

組みを意欲的に展開します。

女子大学では、「一年問の留学を基軸

にした高度総合英語教育」(学芸学部)

が新たに選定を受け、国際教養学科に

おける一年悶の全貝留学をカリキュラ

ムに位置づけた英語教育プログラムを

通して、常に他国と以国の複数の視点

を持ってΠ本語,英語両言語で論理的

に説得できるコミニニケーション能力

を持った学生の育成を巨指します。

高等学校では、中高統合事業により

20促年秋完成した新校舎において充実

した教育に努めます。小学校では、創

立者新島襄が学び同志社精神の礎を形

づくったアーモスト大学(米国)への

修学旅行を実施します。

■学生生徒支援

大学でば、京田辺キャンパスでプー

ルの温水化や課外団体活動拠点である

別館の冷暖房設備設置、スポーツ系

文化系団体の活動支援強化、就職シス

テムの更新など学生が利用する施設設

備、環境を整備し改善を図るとともに、

学生支援にかかわる全学的な業務を統

括的に行う学生支援機構を設置します。

また、留学生が相五に行き交い国際理

俳、国際連携を図る環境の整備として、

派造・受け入れ双方の奨学金の充実を

図り、さらに台湾への海外拠点設置と

新たな拠点形成の検討を進めます。

女子火学では、みぎわ寮の夕秘キ改修、

知徳館教室の空需、楽真.館北側の駐輪

場設置など環境の改善を図るととも

に、海外夏期研修米国プログラム、

ユージーランドH本語教育実習を萩た

に実施します。

■建設事業

大学では、今出川キャンパス整備に

かかわる設計を進めるとともに、知真

館1号館屋根および外壁、明徳館の空

胴、今出川防災管理システムなど経年

による設備更新に加え、心理学部新設

に悴う建物の改修を行い、同志社国際

学院創設に向けて設計を進めます。

女子大学では、キャンパスグラント

デ"イン構想に基づき京田辺キャンパ

スの中庭の塾備、テニスコートの移設、

知徳館などの改修を行います。

香里中学校・高等学校では新体育館

および校舎に関する設計と香真館の耐

震補強工事、女子中学校・高等学校で

は、新生館の耐震補強工事を打います。

中学校・高等学校統合事業では、小

学校新校舎、チャペル、北体育館の建

設を進めます。

■その他の事業

大学では、2013年度から文系全学都

の1、 2年次教育を今出川キャンパスに

おいて展開するための構想策定、 2010

午度開股予定の「グローバル・スタデ

イーズ研究科・」、「スポーツ俺康科制ilr'

究科」の開設準備、また、鋤Ⅱ年唖開設

に向けて「グローバル・コミュニケー

ション学割り、「同志社国際学院」(初等

部、国際部)の設椴榊想を進めます。

女子大学では引き毓き、他火学、高

等学校、企業、地方白治体等との連携

を推進し、協定先との連携事、業を積極

的に展開します。

2010年の創立135周年に向けては、

記念事業、記念行事、記念募金に0い

て委員会を設置し、実施への取り細み

を進めます。

表8 2009(平成21)年度以降の収支見通し

2,490

収入の部

学生生徒等納付金

手数料
寄付金

補助金
資産運用収入

事業収入

雑収入

帰属収入合計
基本金組入額合計

消費収入の部合計
人件費

教育研究経費
管理経費

2009年度

借入金等利息
資産処分差額

42,503

徴収不能ぢ幽金繰入額

1,87フ

予備費

消費支幽の部合計

445

5,149

基本金取崩額

当年度消賣収主差額

フ78

38

517

52,139

870

△ 7,563

2010年度

44,576

43β48

28,001

2323

18,659

715

2,190

5,414

オ,167

49

191

526

54,856

862

43

△ 7,255

2011年度

49,458

325

47,600

△ 4,873

44,630

29,056

9

2323

17,959

713

オ.905

5,407

1,231

42

530

1.149

55,983

40

△ 6,310

2012年度

49,002

(単位:百万円)

49,673

△ 1,402

44,827

29,380

2,323

f8,220

ア3

オ,905

5,407

1,266

35

530

1,187

56,253

40

△ 4,481

49,580

51,フ72

28,878

18,439

93

1,898

27

40

49,282
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理事(0印理事長)

大谷實(総長)

八田英ご(大学長)

NiC1キ0las]01Ⅱ11eele (女子大学長)
誠鈴木市人鳳

秋Ⅲまち子小村佶博小村
西浮由隆 0野本真也阪旧

佐藤義彦立石恰雄湯浅

監事

長谷川正治岩山太次郎加藤

法人の概要

1875(明治8)年11兵29日官許「同志社英学杖」を開杖
新島襄初代社長に就任
今出川校地(相国寺門前の薩摩藻邸跡)に帽76(明治9)年9月
校舎、食堂を建て寺町から移る

京都御苑内の旧柳原邸10月
で女子塾を開設(現・京都週賓館の一音田

同志牡分校女紅場を開設187フ(明治10)年4月

女紅場を同志社女学校と改称9月

「同志社牡貝1上を制定1883 (明治16)年2月
新島、2度目の海外旅行に出発(翌年12月帰国)佃84(明治17)年4月

同志牡最初の煉瓦建築、彰栄館竣工9月

(国の重要文化財)

新礼拝堂(チャペル)竣工(国の重要文北財)伯86(明治19)年6月
帯籍館(現・有終館)開館国の重要文化財)伯87 (明治20)年11月
同志社病院・京都看病婦学校の開院、開校式

「同志社大学設立の旨意」を1888 (明治21)年11月
全国の主要雑誌・新聞に発表

新島、静養先の神奈川県大磯にて永眠(46歳)恰90(明治23)年1月23日
アメリカの実業家d.N.ハ1ノスの10万ドルの7月
寄付によるハリス理化学館竣工
(国の重要文北財)
ハ,ノス理化学杖開粒9月

政法学校開杖帽91(明治24)年9月

[女学校]本科を普通科、高等科を1892 (明治25)年6月
専門科(師範科、文学科、神学科) に改める

同志社徽章(校章)を制定1893 (明治26)年10月

神学館(現・クラーク記念館)1894(明治2力年1月
開館式(国の重要文化財)

普通学校を同志社高等普通学校と改称し、1896 (明治29)年4月
新たに同志社尋常中学校を開設
M.F.デントン、出町幼稚園1897 (明治30)年3月
(現・同志牡幼稚園)を開圍
出町幼稚園を今出川幼稚園と改称円00(明治33)年

[女学校]普通科を高等普通部と改め、1901(明治34)年3月
新たに専門学部を設置

専門学校令による神学校と専門学校を開杖1904(明治37)年4月
政法学校廃校

同志社病院・京都看病婦学校閉鎖1906 (明治39)年4月
ハリス理化学校廃校

同志社カレッジソンヴができる1908 (明治41)年

専門学校令による同志社大学1912 (明治45)年4月
(予科、神学部、政治経済学部、英文科)、
女学校専門学部(英文科、家政科)を閉校
大学令による同志社大学杓20(大正9)年4月
(文学部、法学部、大学院、予科)の開校

専門学校令による大学を専門学校1922 (大正11)年4月
(梓学部、英語師範部、高等商業部、
政治経済部)として再編成

[女学校]普通学部を女学校高等女学部と改称1928 (昭和3)年1月

[専門学校]高等商業部を岩倉に移転1929 (昭和4)年4月

[女学校]専門学部を女子専門学校と改称伯30(昭和5)年6貝
[女学校]普通学部を高等女学部と改称9月

[専門学校]高等商業部を高等商業学杖と改称12月

中学校令による中学校開校1943 (昭和18)年4月
工業専門学校円44(昭和19)年4月
(電気通信科、機械科、化学工業科)開校
新学制により新制中学校、女子中学校発足1947 (昭和22)年4月
新制大学(神学部、文学部、法学部、経済学部)1948 (昭和23)年4月
新制高等学校、新制定時制商業高等学校、
新制女子高等学校を設置

4月

四76(昭和51)年3月

1980 (昭和55)年4月
杓86(昭和61)年4月

友二

戈枝
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理事、監事、評議員

4月

山本真司

盛弘

【学校長等互選)

弔

(評誰員互選)

(学識経験者)

2008 (平成20)年4月

評議員(0印議長)

鯵坂学廣川繁
小屋敷禎祥松久玲子

水船昌彦中村信博
太田進一山本真司

耿田まちf 瞭幸一郎
小村友二小野善隆

道火岡次郎大ト

坂井淑子阪Ⅲ美枝

浅香正藤倉皓一郎

望何修治野本真也

2009(平成21)年4月

1988(昭和63)年4月

1989(平成元)年4月

1991(平成3)年4月

1994 (平成6)年4月

今井Ⅲ暇

」宅威仁

西川真司

害川貴上

木村健二

能登英夫

柳井繁弾

澁谷敏江

0児玉實英

大橘寛治

沿革

20的年4月現在
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1949 (昭和24)年4月

1995(乎成7)年4月
1997 (平成9)年4月

円99(平成11)年4月

2000(平成12)年

加膿

宮庄

内洋

1950 (昭和25)年4月

2002 (平成14)年4月

昌孝

哲大

Ⅲ隆

2004 (平成16)年4月

森孝

大久保昇

1951(昭手Π26)年3月

9月

4月

下谷

ー:浦

商学部と工学部を新設し、大学は六学部となる
女子大学(学芸学部)開校
高等学杖が岩倉校地へ移転

[大学]大学院修士課程
(神・文・法・経済・商各研究科)を開設
t大学]短期大学部(夜問2年制)
(英語・商経・工各学科)を設置

[大学]教養学部解散臼948年4月発足)
香里学園を合併し、香里中学校、
同高等学校を開杖
[大学]大学院博士課程設置

[大学]短期大学部を発展的に解消、
大学2部(4年制)
(文・法・経済・商・工各学部)を設置
[大学]工学研究科修士課程開設

[女子大学]文学研究科修士課程設置
[女子大学]家政学研究科修士課程設置

創立100周年を迎え、記念事業を行う

[女子大学]文学研究科博士後期課程設置
商業高等学校廃校
国際高等学校開校

田辺校地(現・京田辺校地)開校
大学・女子大学の授業が開始
[女子大学]短期大学部開設
国際中学校開校

[女子大学]学芸学部に
日本語日本文学科開設

[大学]アメリカ研究科開設

[大学]工学部および工学研究科、
理工学研究所を田辺校地
(現・京田辺校地)に毓合移転

[大学]総合政策科学研究科開設

[大学]昼夜開講制を実施
[大学]留学生別科を開設
創立125周年を迎え記念事業を行う

[女子大学]現代社会学部開設、
短期大学部募集停止

[女子大学]学芸学部に情報メディア学科開設
[香里中学]共学化

[大学]政策学部開設
工学部に情報システムデザイン学科、
環境システム学科開設

柏53(昭和28)年4月
愉54(昭和29)年4月

2005 (平成17)年

2006(平成18)年4月

2007 (平成19)年4月

(教職員互選)

4月

祝子

竹泉

司法研究科(法科大学院)開設
ビジネス研究科(ビジネススクール)開設

{校左会選定】

(同窓会選定)

1955 (昭和30)年4月

柏67(昭ネ叫2)年4月

円舶佃爵叫3)年4月

1975 (昭和50)年

[女子大学]現代社会学部に
現代こども学科開設
国際社会システム研究科開設

創立130周年を迎え記念事業を行う

[大学]文学部・文学研究科を再編して
牡会学部・社会学研究科開設
文化情報学部開設
[女子大学]薬学部開設
同志杜小学枝開校

[大学]文化情報学研究科開設
[女子大学]学芸学部に国際教養学科開設

[大学]生命医科学部聞設、スポーツ健康科学
部開設、工学部を再編し理工学部開設、
理工学部に数理システム学科開設、
生命医科学研究科開設

[大学〕心理学部・心理学研究科開設
[女子大学]表隷文化学部開設

住璽事会選定)

2009年3月末現在


